まったく 縁の ない 商売ではなかった。 ことに 神 田と 下 

谷と は 土地つ、 V きで も あるので、 半 七 老人 は 特に この 

三 浦 老人と 親しくして いたらし かった。 そうして、 維 

新 以後の 今日まで 交際 をつ y けて いるので あった。 

「むかし は 随分お たがいに 仲好く してい たんです が 

ね ご と、 三 浦 老人 は 笑いながら 云った。 「このごろ は 

大久 保の 方へ 引 込んで しまった もんです から、 どうも、 

出不精に なって ：•：. 。 いくら 達者 だと 云っても、 なに 

しろこ、 の 主人に くらべる と、 丁度 一と まわり も 上な 

ん です もの、 口ば かり 強そう な こと を 云っても、 から 

だ やあんよ が 云う こと を肯 きません や。 それ だ もんで 



かく 面白い 話 を 知っています。 わたくしのお 話 はい 

つで も 十手 や 捕繩の 世界に きま つ て います けれども、 

こちらの 方 は 領分が ひろいから、 色々 の 変った 世界の 

お 話 を 聴かせて くれます よご 

「いや、 面白い お 話なん ていう のはありません けれど、 

時代お くれの 昔話で 宜しければ、 せいん \ お古い とこ 

ろ をお 聴きに 入れます。 まことに 辺鄙な 場末です けれ 

ひま 

ども、 お 閑の ときには 何う ぞ お遊びに おいでく ださ 

いご と、 三 浦 老人 も 打 解けて 云った。 

今と ちがって、 その 当時の 大久 保の あたり は 山の手 

の 奥で、 躑躅で も 見物に ゆく ほかに は 余りに 足の 向か 



ない ところで あつたが、 わたし はそんな ことに 頓着し 

なかった。 わたし は 半 七 老人から 江戸時代の 探偵 もの 

がたり を 聴き 出す のと 同じような 興味 を 以て、 この 三 

浦 老人から も 何 かの 面白い 昔話 を 聴きたい と 思 つ た。 

新しい 話 を 聴かせて くれる 人 は 沢山 ある、 寧ろ だ 

ん くに 殖えて ゆく くらいで あるが、 古い 話 を 聴かせ 

て くれる 人 は 暁 方の 星の ようだん/ \ に 消えて ゆく。 

今のう ちに 少しで も 余計に 聴いて 置かなければ ならな 

いという 一種の 慾 も 手伝って、 わたし は あらためて 三 

浦 老人 訪問の 約束 をす ると、 老人 は 快く 承知して、 ど 

うで 隠居の 身の上です からい つ でも 遊びに いら つ しゃ 



いと 云って くれた。 

V-+P 

その 次の 日曜日 は 陰って いた。 底冷えの する 日で、 

なんだか 雪で も 運び出し て 来そう な 薄暗 い 空模様 で 

うち 

あつたが、 わたし は 思い切って 午後から 麴 町の 家 を 出 

くるま 

て、 大久保 百 人 町まで 人車に 乗って 行った。 車輪の め 

リ込 むような 霜 どけ 道 を 幾た びか 曲リ まわって、 よ 

うくに 杉の 生垣の ある 家 を 探し あてる と、 三 浦 老人 

は 自身に 玄関まで 出て 来た。 

「や あ、 よく 来ました ね。 この 寒い のに、 お強い こつ 

てす ね。 さあ、 さあ、 どうぞお あがりく ださい ご 

南向きの 広い 庭 を 前にして いる 八 畳の 座敷に 通され 



ない と 云われる 仲間のう ちに は、 又 こんな 風 変り の も 

ありました。 

これ はわた くしが 子供の 時に 聞いた 話です から、 天 

きりばたけ 

保 初年の こと、 思って ください。 赤 坂の 桐 畑の そば 

に 小 坂 丹 下と いう 旗本が ありました。 千 五百石の 知行 

取りで、 その 先代 はお 目附を 勤めた とか 聞いて います。 

一 口に 旗本と 云っても、 身分に はな か/ \ 高下が あり 

ます。 百 石 以上 は 旗本です けれども、 それら は 所謂 貧 

乏 旗本で、 先ず ほんとうの 旗本ら しい 格式 を 保って ゆ 

かれる のは少 くも 三百 石 以上でしょう。 五百石 以上と 

なれば 立派な ぉ歴々 で、 千 石 以上と なれば 大身、 それ 



こそ 大威張りのお 殿様です。 そこで、 この 小 坂さん の 

屋敷 は 千 五百石と いうので すから、 立派な お 旗本で あ 

る こと は 云う まで もありません。 

当主の 丹 下と いう 人 は 今年 三十 七の 御 奉公 盛りです 

が、 病気の 届け かで をして 五六 年 まえから 無 役の 小 普 

請 入り をして しまいました。 学問 も ある 人で、 若い 時 

に は 聖堂の 吟味に 甲 科で 白銀 三 枚の 御 褒美 を 貰 い 、 家 

督を 相続して から も 勤め向きの 首尾 もよ く、 おい/ \ 

出世の 噂 もき こえて いたので すが、 二十 五六のと きか 

ら此 人に ふと 魔が さした。 というの は、 この 人が 芸事 

に 凝り 始めた のです。 芸事 も 色々 あります が、 清 元の 



ている のです が、 この 小 坂と いう 人ば かり は 例外で、 

好き こそ 物の 上手な りけ リと 云う のか、 それとも 一種 

の 天才と いうの か、 素人芸 や 殿様芸 を 通り越して、 三 

年 五 年の うちにめ き/ \と 上達す る。 第一 に 喉が 好い。 

三味線 も 達者に ひく。 ふだん は 苦々 しく 思って いる 奥 

様 や 用人 も、 春雨の しんみりと 降る 日に、 非番の 殿様 

が 爪び きで 明 鴉 か 何 か を 語って いると、 思わずう つ 

とりと 聴き 惚れて しまう と 云うよう なわけ ですから、 

師匠 もお 世辞 を 抜きに して ほんとうに 褒める。 当人 は 

一 心不 乱に 稽古す る。 師匠 も 身 を 入れて 教える。 それ 

が 自然と 同役の あいだに も 伝わって、 下屋敷な どで 何 



それ も 小身 者の 安 御家人 かお 城 坊主の たぐいならば 格 

別、 なにしろ 千 五百石 取りのお 歴々 のお 旗本が 粋な 喉 

を ころがして、 「情 は 売れ ど 心まで」 などと 遣って い 

るので は、 理窟 は 兎 も あれ、 世間が 承知し ません。 武 

士 にある まじき とか、 身分柄 を も 憚から ずと か 云うよ 

うな 批難の 声が だん/ \ に 高くな つてく るので、 支配 

頭 も 聞きな がして いる わけに も 行か なくなりました。 

勿論、 親類縁者の 一 門から も 意見 や 苦情が 出て くると 

いう 始末。 と 云って、 小 坂 丹 下、 家 代々 の 千 五百石の 

知行 を なげ 出しても、 今更 清 元 を やめる こと は 出来な 

いので、 結局 病気と 云い 立て ゝ無 役の 小 普請 組 に 這 入 



遊芸に 執着して いるの だから 仕方が ありません。 小 坂 

さん はとう/^ 自分の 思い通りの 小 普請に なって、 さ 

あこれ から はおれの 世界 だとば かりに、 大 びら で浄瑠 

璃 道楽 を はじめる ことにな りました。 いや、 もう その 

頃 は 所謂お 道楽 を 通り越して、 本式の 芸 という ものに 

なって いたのです。 

こうなる と、 自分の 屋敷 内で 遠慮 勝に 語ったり、 友 

だち の 家へ 行って 慰み半分に 語った リ している だけで 

は 済まなくな りました。 当人 は どこまでも 真剣です。 

だんく と 修業が 積む につれ て、 自然と 芸人 附合を も 

始める ようになって、 諸方のお 浚いな どへ も 顔 を 出す 



の 高 輪 は 東海道の 出入口と いうので なかく 繁昌した 

ものです。 殊に 御殿山のお 花見が 大層 賑 いました。 お 

浚い は 昼の 八つ (午後 二 時) 頃から 夜に かけて 催され 

かどぐち 

る ことにな つて、 大きい 桜の さいている 茶屋の 門口に 

太夫の 連名 を 筆太に かいた 立 看板が 出て いるの を 見る 

と、 そのうちに 桐 畑の 喜路 太夫の 名 も麗々 しく 出て い 

ました。 

このお 浚い は 昼のう ちから 大層な 景気で、 茶屋の 座 

敷に は 一杯の 人が 押 掛けて います。 日が くれる と 門口 

に は 紅い 提灯 をつ ける。 内ば かりで なく、 表に も 大勢 

の 人が 立って いる。 そこへ 通り かゝ つた 七 八 人 連の 男 



「どちらのお 弟子さん で …… ご 

「どこの 弟子で もね え。 た > 通リ か、 つたから 聴きに 

這 入った のよ ご 

浄瑠璃の お浚いで あるから、 誰でも 無暗に 入れる と 

云う わけに は 行かない。 殊に どの 人 もみん な 酔って い 

るので、 帳場の者 は 体よ く 断りました。 

「折角で ございま すが 、今晩は 通りが かりのお 方 をお 

入れ 申す わけに はまい りません。 どうぞ 悪しからず… 

…ご 

「わからね え 奴 だな。 おれ 達 は 土地の 者 だ。 今 こ、 の 

まえ を 通る と 清 元の 浚いの 立 看板が ある。 ほかの 太夫 



は みんなお 馴染 だが、 そのな かに 唯った 一人、 喜路太 

夫と いうの が 判らね え。 どんな 太夫 だか 一段 聴いて、 

ひいき 

上手なら ば蟁貭 にして や るんだ。 そのつ もりで 通して 

くれ ご 

酔った 連中 はずん/ \ 押 上ろうと する の を、 帳場の 

者 ども は あわて、 遮りました。 

「いけません、 いけません。 いくら 土地の 方で も今晚 

は 御免 を 蒙ります ご 

「どうしても 通さね え か。 そんなら その 喜路 太夫 を 

こ、 へ 呼んで 来い。 どんな 野郎 だか、 面 を あらためて 

遣る。」 



いて 止めに 這 入った が 間に合わない。 その 乱 騒ぎのう 

ちに、 どこか 撲ち 所が 悪かった とみえて、 小 坂さん は 

気 をう しなって しまったので、 乱暴者 も 流石に びつ く 

りして 皆ち リ， ^に 逃げて 行きました。 それ を 追つ か 

けて 取 押える よりも、 先ず 殿様 を 介抱し なければ なら 

ない と 云う ので、 家中 は 大騒ぎに なりました。 

すぐに 近所の 医者 を よんで 来て、 いろくの 手当 を 

して 貰い ましたが、 小 坂さん はどうしても 生き返らな 

いで、 とう/^ 其 儘に 冷くな つたので、 関係者 は みん 

な 蒼くな つてし まいました。 もうお 浚い どころ では あ 

りません。 兎 も かく も 急病の 体に して、 死骸 を 駕籠に 



のせて、 竊と赤 坂の 屋敷へ 送りと y ける と、 屋敷で も 

おどろき ましたが、 場所が 場所、 場合が 場合です から、 

なんとも 文句の 云い 様が ありません。 旗本の 主人が 清 

元の 太夫に なって、 料理 茶屋のお 浚いに 出席して、 し 

かも 町人に ぶち 殺された などと 云う ことが 表沙汰に な 

れば、 家 断絶ぐ らいの 御 咎め をう けない とも 限り ませ 

ん から、 残念ながら 泣寝入り にす るより 外 はあり ませ 

ん。 今年 十五になる 丹三郎 という 息子さん は、 お 父 さ 

んが 大事に していた 二 挺の 三味線 を 庭へ 持ち出して、 

脇差 を 引きぬ いて その 棹 を 真二つに 切りました。 皮 を 

ずた くに 突き破りました。 



と 云って 這 入ります と、 帳場の者が 入れない という。 

こっち は 酔って おります ので、 是非 入れて くれ、 左 も 

なければ その 喜路 太夫と いうの を こ、 へ 出して 挨拶 さ 

せろ と、 無理 を 云って 押 問答 をして おります ところへ、 

奥から その 喜路 太夫が 出て 来て、 今夜 は 入れる こと は 

出来ない から、 これで 一杯 飲んで くれと 云って、 幾ら 

か 紙に つ、 ん だもの を 出しました。 くどく も 申す 通り、 

こっち も 酔って おります ので、 ひと を 乞食 あっかいに 

すると は 怪しから ねえと、 暄嘩 にいよ/ \ 花が 咲いて、 

とうく その 喜路 太夫 を 袋叩きに してし まいました。 

それで まあ 一 旦は 引き あげたので ございま すが、 あと 



で だん/^ うけたまわります ると、 喜路 太夫と 申す の 

はお 屋敷の 殿様 だそう で、 実にび つくり 致しました。 

まだ それば かりで なく、 それが 基で 殿様 はお なくなり 

遊ばしました そうで、 なんと 申 上げて よろしい か、 実 

に 恐れ入りました 次第で ございます。 就きましては、 

その 御 詫と して、 下手人 一同う ち 揃ってお 玄関まで 罷 

り 出ました から、 なにとぞ 御 存分のお 仕置 をね がい ま 

すご 

小 坂の 屋敷で も 挨拶に 困りました。 憎い 奴等 だと は 

思っても、 こ ゝで八 人の 者 を 成敗 すれば、 どうしても 

事件が 表向きに なって、 一切の 秘密が 露顕す る ことに 



ら あらためて 沙汰 をす るから と 云って、 一旦 は 八 人の 

者 を 追い返して 置いて、 それから 土地の 岡つ 引か 何 か 

をた のんで、 二百 両 ほどの 内済 金 を 出して 無事に 済ま 

せた そうです。 主人 をぶ ち 殺された 上に、 あべこべに 

二百 両の 内済 金 を 取られる など は、 随分ば かくしい 

話の ようです けれども、 屋敷の 名前に は 換えられ ませ 

ん。 重々 気の毒な ことでした。 

八 人の 者 は 勿論なん にも 知らないで、 た、 V の 芸人 だ 

と 思って 喜路 太夫 を 袋叩きに して、 それが ほんとうに 

死んだ と 判り、 しかも それが 旗本の 殿様と わかって、 

みんな も 一時 は 途方に くれてし まった のです が、 誰か 



悪い 奴が 意地 をつ けて、 相手の 弱味に つけ 込んで、 逆 

ねじに こんな 狂言 を かいたの だと 云う ことです。 わた 

くしの 親父 も 一 度 柳 橋の 茶屋で 喜路 太夫の 小 坂さん の 

浄瑠璃 を 聴いた ことがある そうです が、 それ はまった 

く 巧い ものだった と 云う ことです から、 なまじい 千 五 

百 石の 殿様に 生れなかったら、 小 坂さん も 天晴れの 名 

人に なりすま したの かも 知れません。 そう 思う と、 

た、 V 一 口に だら しのない 困り者 だと 云っても いられ ま 

せん。 なんだか 惜しい ような 気 もします。 いつの 代に 

も 斯うい うこと は あるので しょうが、 人間の 運 不運 は 

判りません ね。 



「いや、 根っから 面白く もない お 話で、 さぞ 御 退屈で 

したろう ご と、 云い かけて 三 浦 老人 は 耳 を かたむけた。 

「おや、 降って 来ました ね。 なんだか 音が する ようで 

すご 

老人 は 起って 障子 を あける と、 いつの 間に ふり 出し 

たの か、 庭の 先 は 塩 をまい たように 薄白くな つていた。 

「とう/ \ 雪に なりました ご 

老人 は 縁先の 軒に かけて ある 鶯の籠 をお ろした。 わ 

たし も そろ/^ 帰り支度 をした。 

「まあ、 い、 じゃありません か。 初めて お出でな すつ 



くるま 

塗られて いた。 わたし は 人車 を 待たせて 置かなかった 

こうち：；：' 

の を 侮んだ。 それでも 洋傘 を 持って来 たの を 〔# 「持つ 

て 来たの を」 は 底本で は 「待って 来たの を 匕 仕合わせに、 

風 まじりの 雪の なか を 停車場の 方へ 一 足ぬ きに 迪 つて 

行った。 その 途中 は 随分 寒かった。 

春の 雪 —— その 白い 影 を みるたびに、 わたし は 三 浦 

老人 訪問の 第一 日 を 思い出す ので ある。 



鎧 櫃の血 



ながら も 矢はリ 半日の 暇 も 惜しまれる 身のう えで、 今 

日 こそ はと いう 都合の い 、 日が 見付から なか つ た。 

その 年の 春 はかなり に 余寒が 強くて、 二月から 三月 

にか けても 天から たびく 白い もの を 降らせた。 わた 

し は 軽い 風邪をひいて 二日 ほど 寝た こと もあった。 な 

にしろ 大久 保に 無沙汰 をして いる ことが 気に か、 るの 

で、 三月の 中頃に わたし は 三 浦 老人に あて ゝ 無沙汰の 

わびごと 

詫 言 を 書いた 郵便 を 出す と、 老人から すぐに 返事が 来 

て、 自分 も 正月の 末から 持病の リュウ マチスで 寝たり 

起きたり していた が、 此頃 はよ ほど 快くな つたとの こ 

とであった。 そう 聞く と、 自分の 怠暧 がいよ/ \每 ま 



れ るよう な 気がして、 わたし は その 返事 をう け 取った 

翌日の 朝、 病気 見舞 を かねて 大久 保へ 第二 回の 訪問 を 

試みた。 第一 回の 時 もそう であった が、 今度 は い 

よく 路 がわる い。 停車場から 小一 町 をた どる あいだ 

に、 わたし は 幾た びか 雪 解の ぬかるみに 新しい 足駄 を 

吸 取られそう になった。 目 おぼえの 杉の 生垣の 前まで 

行き着いて、 わたし は 初めて ほっとした。 天気の いい 

日で、 額に は 汗が 滲んだ。 

「この 路の 悪い ところへ ：：•• ご と、 老人 は 案外に 元気 

よく わたし を 迎えた。 「粟津の 木 曾 殿で、 大変でした 

ろう。 なにしろ こ、 らは 躑躅の 咲く まで は、 江 一 c の 人 



の足蹈 みする ところじゃありません よご 

まったく 其 頃の 大久保 は、 霜 解と 雪 解と で 往来 難渋 

の 里であった。 そのぬ かるみ を 突破して わざく 病気 

見舞に 来たと いうので、 老人 は ひどく 喜んで くれた。 

リュウ マチス は 多年の 持病で、 二月 中 は 可な りに 強く 

悩まされ たが、 三月に なつてから は 毎日 起きて いる。 

殊に この 四 五日 は 好い 日和が つ、 V くので、 大変に 体 

の 工合が い、 という 話 を 聴かされて、 わたし は 嬉し 

かった。 

「でも、 このごろ は 大久保 も 馬鹿に出来ません ぜ。 洋 

食屋が 一 軒 開業し ましたよ。 きょうは それ を 御馳走し 



利きます。 何のな にがし は 御用 道中で 何月 何日に は ど 

こ を 通る という こと は、 前以て 江戸の 道中 奉行から 東 

海道の 宿々 に 達して あります から、 ゆく 先々 では その 

準備 をして 待ち受け ていて、 万事に 不自由す るよう な 

ことはありません。 泊り は 本陣で、 一 泊 九十 六 文、 昼 

飯 四十 八 文と いうので すから 実に 廉 いものです。 駕籠 

に 乗っても 一里 三十 二 文、 それ もこれ も 御用と いう 名 

を 頂いて いるお かげで、 弥次 喜 多の 道中 だってな 

か/^ こんな ことで は 済みません。 主人 はま あそれ で 

もい、 として、 その 家来 共まで が 御用の 二字 を 嵩に き 

て、 道中の 宿々 を 困らせて あるいた の は 悪い ことで 



かつぎの 人足 は 宿々 で 雇う ことにして いました。 若党 

は 勇 作、 中間 は 半 蔵と 勘 次と 源吉。 主人の 今宮 さん は 

今年 三十 一 で、 これまで 御 奉公に 不首尾 もない。 勿論、 

首尾の わるい 者で は大阪 詰に はなります まいが、 先ず 

かたぎ 

は 一通りの 武家 気質の 人物。 た、 V この 人の 一 つの 道楽 

は 食い道楽で、 食い物の 好みが ひどく むずかしい。 今 

度の 大阪 詰に ついても、 本人 はた y それだけ を 苦にし 

ていたが、 どうも 仕様がない。 大阪の 食い物に はお 

いくに 馴れる としても、 当座が 困る に 相違ない。 殊 

に大 阪は醬 油が よくない と 聞いて いるから、 せめて は 

当座の 使い料と して 醬油 だけで も 持って行き たいとい 



りました。 

それ は 六月の 末、 新暦で 申せば 七月の 土用のう ちで 

すから、 夏の 盛りで 暑い ことおび た、 V しい。 武家の 道 

中 は 道草 を 食わない ので、 はじめの 日 は 程ケ谷 泊り、 

次の 日が 小 田 原、 その 次の 日が 箱 根 八 里、 御用 道中で 

すから 勿論 関所の しらべ も 手軽に すんで、 その 晚は三 

島に 泊る。 こ、 まで は 至極 無事であった のです が、 そ 

の あくる 日、 江戸 を 出てから 四日 目に 三 島の 宿 を 立 つ 

て、 伊賀 越の 浄瑠璃で おなじみの 沼 津の宿 を さして 行 

くこと になり ました。 上下 五 人の 荷物 は両 掛けに して、 

問屋 場の 人足 三人が か ついで 行く。 主人 だけが 駕籠に 



おそらく 知らなかった かも 知れません。 なにしろ かい 

助と いう 変な 名で はお 話が 仕に くいから、 仮り に 平作 

と 云って 置きましょう。 そのつ もりで お聴きく ださい。 

人足 ども は それぐ に 荷物 を かつぐ。 彼の 平作 は 鎧 

櫃を かつぐ ことにな りました。 担ごうと すると、 よ ほ 

ど 重い。 平作 も 商売柄で すから、 すぐに これ は 普通の 

鎧櫃 ではない と 睨みました。 這，， 奴な か/ \ 悪い 奴と み 

えて、 それ を かつぐ 時に 粗相の 振 をして わざと 問屋 役 

人の 眼の まえで 投げ出しました。 暑い 時分の ことです 

から、 醬 油が 沸いて 呑口の 筌が 自然に 弛んで いたの か、 

それとも 強く 投げ出す はずみに、 樽に 割れで も 出来た 



のか、 いずれにしても、 醬 油が 鎧櫃 のなかへ 流れ出し 

たらしく、 平作が 自分の 粗相 を わびて 再び それ を 担ぎ 

あげよう とすると、 櫃の 外へ も その 醬 油の I 卞がぼ 

と/^ と 零れ 出しました。 

「あご 

人々 も 顔 を 見 あわせました。 

鎧櫃 から 紅い 水が 零れ 出す 害がない。 どの 人 もお ど 

ろくの も 無理はありません。 あまりの 不思議 をみ せら 

れて、 平作 自身 も 呆気に 取られました。 

二 



判りません から、 家来 達まで が 手に 汗 を 握りました。 

問屋 場の 役人 —— と 云っても、 これ は 武士で はあり 

ません。 その 町 や 近 村の 名望家が 選ばれて 幾人かず つ 

詰めてい るので、 矢 は リー 種の 町役人です。 勿論、 大 

勢のう ちに は 岩 永 も 重忠も あるので しょうが、 こ、 の 

役人 は 幸いに みんな 重忠 であった とみえて、 その 一人 

がふと ころから 鼻紙 を 出して、 その 紅い I 卞を ふき 取リ 

ました。 そうして ほかの 役人に も 見せて、 その 匂い を 

ちょ つ と 

鳥渡 かぎ ましたが、 やがて 笑い出しました。 

「は、、 これ は 血で ござり ますな。 御 具足 櫃に血 を 見 

る はおめ でた、，'。 は、、、、。」 



いれもの 

入物が 鎧櫃 であるから、 それに 取り あわせて 紅い I 卞 

を 血 だとい う。 ほんとうの 血なら ば猶更 詮議 をし なけ 

れ ばなら ない 害です が、 そこが 前に もい ぅ重忠 揃いで 

すから、 何処まで も それ を 紅い 血 だとい うこと にして 

その ま、 無事に 済ませて しまったので、 今宫 さん 達 も 

ほ つ としました。 

「重ねて 粗相 をす るな よご 

役人から 注意 を あたえられて、 平作 は 再び 鎧 櫃をか 

つぎ 出しました。 今宮 さん は 心のう ちで 礼 を 云いな が 

ら 駕籠に 乗って、 三 島の 宿 を 離れ ましたが、 どうも 胸 

がま だ 鎮まらない。 問屋 場の 者 は 表向き は 無事に 済ま 



相で はない らしい、 わざと 手 ひどく 投げ出し たように 

も 思われる —— と、 こう 疑って いる 矢先へ、 それが 問 

屋 場の 者で ない と 聞いた ので、 いよく その 疑いが 深 

くな りました。 一 所 不定の 雲助め、 往来の 旅人 を 苦し 

める 雲助め、 おそらく 何 かの 弱味 を 見つけて おれ を 

強請ろう という 下心で あろうと、 今宫 さん は 彼 を 憎む 

の 念が 一 層 強くな りました が、 差 当り 何う する こと も 

出来ない ので、 胸 を さすって 駕籠に ゆられて 行く と、 

朝の 五つ 半 (午前 九 時) 前に 沼 律の 宿に 這 入って、 宿 

たてば あさす y 

はずれの 建 場 茶屋に 休む ことにな りました。 朝 涼の あ 

いだと 云っても 一里 半 ほどの 路を 来たので、 駕籠 屋は 



さるす ベリ 

汗 びっしょり になって、 店 さきの 百日紅の 木の 下で し 

きりに 汗 を 拭いて います。 四 人の 家来た ち も 茶屋の 女 

に 水 を 貰って 手拭 をし ぼったり してい ましたが、 三人 

の 人足 ども はま だ 見えない ので、 若党の 勇 作 は 少し 不 

安に なりました。 

「これ、 駕籠 屋。 あの人 足 ども は 確かな ものだろう 

なご 

「はい。 ふた リは 大丈夫で ございます。 問屋 場に 始終 

詰め ている もので ござ いますから、 決し て 間違 い は) J 

ざいません。 かい 助の 奴 も、 お 武家 さまのお 供で、 そ 

ばに あの 二人が 附 いてお ります から、 どうす る こと も 



ございま すま い。 やがて あとから 追い着きましょう。 

しばらく こ、 でお 休みく ださい ご と、 駕籠 屋はロ を そ 

ろえ て 云いました。 

「む、、 こちら は 随分 足が 早かった からな ご 

「はい。 こちら 様のお 荷物 はな かく 重い と 云って お 

りました から、 だん/ \ に 後れて しまったので ござい 

ましょう。」 

荷物が 重い。 —— それが 店の なかに 休んで いる 今宫 

さんの 耳に ちらりと 這 入った ので、 今宫 さん はまた 気 

色 を 悪く しました。 かの 鎧櫃の 一件 を 当 付けら しく 云 

うように も 聞き取れました ので、 すこしく 声 を 暴く し 



て 家来 をよ びました。 

「勇 作。 貴様 は駕 脇に ついていながら、 荷物のお くれ 

るのに なぜ 気がつかない。 あんな 奴等 は 何 をす るか 

判った もので ない。 すぐに 引返して 探して 来い。 源吉 

だけ こ、 に 残って、 半 蔵 も 勘 次 も 行け。 あいつ 等が ぐ 

ずく 云ったら 引つ く、 つ て引摺 つて 来い ご 

「かしこまりました ご 

勇 作 はすぐ に 出て 行きました。 二人の 中間 もつ ゾぃ 

て 引返しました。 どの 人 もさつ きの 鎧櫃 のむ しゃく 

しゃが あるので、 なに か を 口実に 彼の 平作め をな ぐり 

付けて、 V も 遣ろうと いう 腹で、 元来た 方へ 急いで ゆく 



「これ、 そいつが どうしたの だ ご 

この 雲助め が 横着 をき めて 動かない と 云う 若党の 報 

告を きいて、 今宫 さん はいよ/ \ 怒りました。 単に 横 

着と いうば かりで なく、 こんなに 重い 具足 櫃 はかつ い 

だ ことが 無い とか、 y J んな 具足 櫃を かつがせて 行く 侍 

が ある もの かと か 云うよう な、 あてこすりの 文句が 

一 々こっちの 痛い ところに 触る ので、 今宫 さん はい 

よく 堪忍袋の 緖を 切りました。 

「おのれ 不埒な 奴 だ。 この 宿場の 問屋 場へ 引渡す から 

そう 思え。 」 

こ、 へ 来る 途中で も、 もう 二三 度 は 中間 共に なぐら 



れ たらしく、 平作 は 散らし 髪に なって、 左の 眼のう え 

を 少し 腫ら してい ましたが、 這 奴な か/ \ 気の 強い 奴、 

おまけ 中間 どもに 撲られ て、 これ もむ しゃくし や 腹で 

あったら しい。 立派な 侍に 叱られても、 平気で せ、 ら 

笑って いました。 

「問屋 場 へ でも 何処 へ でも 引渡して 貰いましょう。 

わつ し は その 荷物が 重い から 重い と 云った、 V けの こと 

だ。 わつ しも 十六の 年から 東海道 を 股に かけて 雲助 を 

している から、 具足 櫃と 云う もの は どのくらいの 目方 

が あるか 知っています。 わつ し を 問屋 場へ 引渡す とき 

に、 その 具足 櫃も 一緒に 持って行って、 どんな 重い 具 



足が 這 入って いるの か、 役人 達に あらためて 貰い ま 

しょう。」 

こうなる と、 這 奴 をう つかり 問屋 場へ 引渡す のも考 

えもので、 いわゆる 藪蛇のお それが あります。 憎い 奴 

だと は 思いながら 何う する こと も 出来ない。 そのうち 

に 店の 者 は 勿論、 近所の 者 や 往来の 者が だんく にこ 

の 店先に あつまって 来て、 武家と 雲助との 押 問答 を 聴 

いている。 中間 どもが 追い払っても、 やはり 遠巻きに 

して 眺めて いる。 見物人が 多くな つて 来た、 V けに、 今 

宫 さん もい よ/ \ その ま、 に は 済まされ なくなり まし 

たが、 前に もい う 藪蛇の 一件が あります。 こ、 の 問屋 



「もし、 御 家来さん。 酒手 をいた y きます ご 

「馬鹿 をい え ご と、 勇 作 はまた 牝り 付けました。 「貴 

様の ような 奴に 鏢 一 文で も 余分な ものが 遣られる と 思 

うか。 首の 飛ばない の を 有難い ことにして、 早く 立 去 

れご 

「さあ、 行け、 行け ご 

中間 ども は 再び 平作の 腕 を つかんで 突き出す と、 

さっきから はらく しながら 見て いた 駕籠 屋ゃ 人足 共 

も 一緒にな つて、 色々 にな だめて 連れて行こう とする _ 

なにしろ 多勢に 無勢で、 所詮 腕ず くで は 敵わない と 

思って、 平作 は 引き摺られながら 大きい 声で 怒鳴り ま 



「え、、 おれ を どうす る。」 

ふり 向く 途端に 平作の 首 は 落ちて しまいました。 今 

宫 さん は 勇 作 を 呼んで、 茶店の 手桶の 水 を 柄杓に 汲ん 

で 血 刀 を 洗わせて いると、 見物人 はお どろいて 皆ち 

り，^ に 逃げて しまう。 駕籠 屋ゃ 人足 ども は 蒼くな つ 

て 顫えて いる。 それでも 今宫 さん は 流石に 侍です。 こ 

の 雲助 を 成敗して、 しずかに 刀 を 洗い、 手 を 洗って、 

それから 矢 立の 筆 をと り 出して、 ふところ 紙に さ 

ら/ \ と 書きました。 

「当 宿の 役人に はおれから 届ける。 勇 作と 半 蔵 は 三 島 

の 宿へ 引返して、 この 鎧櫃 をみ せて 来い ご 



こう 云いつ けて、 勇 作 は 何 かさ、 やくと、 勇 作 は 中 

間 ふたりに 手伝わせて、 彼の 鎧櫃を 茶屋のう しろへ 運 

んで 行きました。 そこに は 小川が ながれて いる。 三人 

は 鎧 櫃の蓋 を あけて みると、 醬油 樽の 底がぬ けて いる 

ようです。 その 樽 も 醬油も 川へ 流して しまって、 櫃の 

なか も 綺麗に 洗って、 それへ 雲助の 首と 胴と を 入れ ま 

した。 今度 は 半 蔵が その 鎧櫃を 背負って、 勇 作が 附ぃ 

て 行く ことにな りました。 

三 島の 宿の 問屋 場で はこの 鎧櫃 をと > けられて 驚き 

ました。 それに は今宫 さんの 手紙が 添えて ありました。 

先刻 は 御手 数相掛 過分に 存候。 拙者 鎧櫃の 血汐、 い 



つまで も 溢れ出して 道中 迷惑に 御座 候 間、 一 応ぉぁ 

くだされ たく 

ら ための 上、 よろしく 御 取捨 被 下 度、 右 重々 御手 数 

ながら 御 願 申 上 候。 早々 

今 宫六之 助 

問屋 場 御中 

問屋 場で は 鎧櫃を 洗いき よめて、 使の ふたりに 戻し 

ました。 これで 鎧櫃 からこ ぼれ 出した 紅い I 卞も、 ほん 

とうの 血で あつたと 云う ことになります。 沼津の 宿の 

方の 届 も 型ば かりで 済みました。 一 方 は 侍、 一 方 は 雲 

助、 しかも 御用 道中の 旅先と いうので すから、 可哀そ 



うに 平作 は 殺され 損、 この 時代の ことです から 何う に 

も 仕様が ありません。 

今宫 さん は その後の 道中に 変った こ ともなく、 主従 

五 人が 仲よ く 上って 行った のです が、 彼の 一件 以来、 

どうも 気が 暴くな つたよう で、 左 もない ことに も 顔色 

を 変えて 小言 を 云う こと も ある。 しかし それ は 一 時の 

ことで、 あと は 矢張り 元の通りになる ので、 家来 共 も 

別に 気に も 留めずに いると、 京 ももう 眼の 前と いう 草 

津の 宿 に 這 入る 途中、 二三 日 前からの 雨つ > きで 路 

が ひどく 悪い ので、 今宫 さんの 一 行 はみ な 駕籠に 乗る 

ことにな りました。 その 時に、 中間の 半 蔵が 例の 手段 



今日は 危なく おれの 首 を 入れられる ところ だ つ た。 

塩つ 辛え 棺桶 は 感心し ねえ ご 

それが 今宫さ んの 耳に 這 入る と、 急に 顔 の 色が 変り 

ました。 草鞋 をぬ いで 玄関へ あがり かけた のが、 又 引 

返して 来て 激しく 呼びました。 

「半 蔵 ご 

「へえ ご 

何 心なく 小 腰 を か y めて 近寄る と、 ぬく 手 も 見せず 

と 云う わけで、 半 蔵の 首 は 玄関先に 転げ落ちました。 

前の 雲助の 時と は 違って、 勇 作 も ほかの 中間 共 もしば 

らく 呆れて 眺めて いると、 不埒の 奴 だから 手 討に した、 



死骸の 始末 をし ろと 云いす てて、 今宫 さん は 奥へ 這 

入 つ てし まいました。 

主人が なぜ 半 蔵 を 手 討に した か。 勇 作 等 も 大抵 は 察 

してい ましたが、 表向き は 彼の ゆすりの 一件から 物堅 

い 主人の 怒に 触れた の だと 云う ことにして、 これ も 先 

ず 無事に 片附 きました。 

それから 大阪へ ゆき 着いて、 今宫 さん は 城内の 小屋 

に 住んで、 と、 V こおりな く 勤めて いました。 かの 鎧櫃 

は 雲助の 死骸 を 入れて 以来、 空の まゝで 担がせて 来て、 

空の ままで 床の間に 飾って 置いた のでした。 なんでも 

九月の はじめ だそう で、 今宫 さん は 夕方に 詰 所から 



「ほんとう だそう だ。 なんでも 淀 殿が むかしの 通りの 

姿で 坐って いる。 それ を 見た 者 は 屹と命 を 取られる と 

云う こと だ ご 

「そんな ことが ござりましょう かご と、 勇 作 はま だ 疑 

うような 顔 をして いました。 

「そんな ことが 無い とも 云えない なご 

「そうで) J ざり ましょう か。 」 

「どうも ありそうに 思われる。」 

云い かけて、 今宫 さん は 急に 床の間の 方へ 眼 をつ け 

ました。 

「論より 証拠 だ。 あれ、 みろ ご 



勇 作の 眼に はなん にも 見えない ので、 不思議 そうに 

主人の 顔色 をう か、 V つてい ると、 今宫 さん は 少し 乗リ 

出して 床の間 を 指さし ました。 

「あれ、 鎧櫃の 上に は 首が 二つ 乗って いる。 あれ、 あ 

れが 見えない か。 ぇゝ、 見えない か。 馬鹿な 奴 だ ご 

主人の 様子が おかしい ので、 勇 作 は 内々 用心してい 

ると、 今宫 さん は 跳る ように 飛び あがって、 床の間の 

刀 掛に手 を かけました。 これ は あぶない と 思って、 勇 

作 は 素早く 逃げ出して、 台所の そばに ある 中間 部屋へ 

転げ込ん だので、 勘 次 も源吉 もお どろいた。 だんく 

仔細 をき いて、 みんな も 顔をしかめ たが、 半 蔵の 二の 



舞 はお そろし いので、 誰も 進んで 奥へ 見と、 V けに 行く 

ものがない。 しかし 小 半時 ほど 立っても、 奥の 座敷 は 

ひっそりと している らしい ので、 三人が 一緒に 繋がつ 

て 怖々 ながら 視 きに 行く と、 今宫 さん は 鎧櫃を 座敷の 

まん 中へ 持 出して、 それに 腰 を かけて 腹 を 斬って いま 

した。 



人参 

： 



その 日 は 三 浦 老人の 家で 西洋 料理の 御馳走に なった。 

大久 保に も 洋食 屋が 出来た という 御 自慢で あ つ たが、 

正直のと ころ 余り 旨くはなかった。 併し もと/ \ 御馳 

走 をた べに 来た わけで ないから、 わたし は 硬い パンで 

も 硬い 肉で も 一切 鵜呑みに する 覚悟で、 なんでも 片端 

から 頰 張って いると、 老人 は あまり 洋食 を 好まな いら 

しく、 且は 病後と いう 用心 も あると みえて、 ほんのお 

附 合に 少しば かり 食って、 やがて ナイフと フォ ー クを 

措いて しまった。 

「わたしに は 構わずに 喫べ てくだ さ いご 



けて 坦ぎ 出させる と、 それが 途中で 転げ 出して 大騒ぎ 

をした ことがある そうです。 これ も 困った でしよう ね- 

o _ 

ゝゝ ゝゝゝ 

老人 は それから つ V けて 幕末の 武家の 生活 状態な ど 

を 色々 話して くれた。 果し 合い や、 辻 斬 や、 かたき 討 

の 話 も 出た。 

「西 鶴の 武道 伝来 記な ど を 読む と、 昔 はむ やみに 仇 討 

があった ようです が、 太平が つ、 V くに 連れて、 それ も 

だんく に少 くな つたば かりで なく、 幕府で も 私 に 

かたき 討 をす る こと を 禁じる 方針 を 取つ て いました し 

諸 藩で も 表向きに は 仇 討の 願い を 聴きと どけない のが 



多くな りました から、 自然に その 噂が 遠ざかって 来 ま 

した。 それでも 確かに 仇 討と わかれば、 相手 を 殺して 

も 罪に はならない のです から、 武家ば かりで なく、 町 

人、 百姓の あいだに も 仇 討 は 時 々にあり ました。 なに 

しろ 芝居 や 講釈で はかた き 討 を 盛に 奨励して いますし、 

ね き 

世間で も 褒めそや すので すから、 やっぱり 根切りと い 

うわけ に は 行かないで、 ときん \ に は 変った 仇 討 も 出 

て 来ました。 これ も その 一 つです。 いや、 これ は 赤 坂 

へ 行つ て 半 七さん にお 聴きな す つ た 方が い 、 かも 知れ 

ない。 あの人の 養父に あたる 吉 五郎と いう 人 も か、 り 

合った 事件です から ご 



「いえ、 赤 坂 も 赤 坂です が、 あなたが 御 承知の こと だ 

け は 今 こゝで 聴かせて 頂きたい もんです が、 如何で 

ね ，-こ 

しょうご と、 わたし は 子供ら しく 強請った。 

「じゃあ、 まあお 話 をし ましょう。 なに、 別に 勿体 を 

つける ほどの 大事 件ではありません がね ご 

老人 は 笑いながら 話し はじめた。 

安政 三年の 三月 —— 御 承知の 通り、 その 前年の 十月 

に は 彼の 大地震が ありまして、 下町 は 大抵 焼けた リ潰 

れ たりし ましたが、 それでももう 半年 もた つたので、 

案外に 世直し も 早く 出来て、 世間の 景気 もよ くな り ま 



した。 勿論、 仮普請 も 沢山 ありまし たが、 金 廻りの い、 

の や、 手 廻し の妒 いのは、 もう 本 普請 をす ませて、 み 

んな 商売 を はじめて いました。 猿 若 町の 芝居 も 蓋 を あ 

ける という 勢いで、 よし 原の 仮宅 は大 繁昌、 さすが は 

お 江戸 だと 諸国の 人 を おどろかした くらいでした。 

なんでも その 三月の 末 だと おぼえて います。 日本 橋 

ふなみ 

新 乗物 町に 舟 見 桂 斎と いう 町医者が ありまし たが、 

診断 も 調合 も 上手 だとい うので なかく 流行って いま 

した。 小舟 町 三 丁目の 病 家 を 見舞って、 夜の 五つ 頃 (午 

後 八 時) に 帰って くると、 春雨が しと/ \ 降って いる。 

おやじば し 

供の 男に 提灯 を 持たせて、 親父 橋 を 渡り かゝ ると、 あ 



て、 親子 三人が 分れ/ \ に暮 していました。 そんな わ 

けで、 碌々 に 手 習の 師匠に 通った ので も 無し、 誰に 教 

えられた ので も 無く、 云わば 野育ち 同様に 育って 来た 

のです が、 不思議に この 姉弟 は 親思い、 姉 思い、 弟 思 

いで、 おた がいに 奉公の ひま を 見て はお ふくろ を 尋ね 

て 行く。 姉 は 弟 をたず ねる。 弟 も 姉の 身 を 案じて、 使 

の 出先な どから その 安否 をたず ねに 行く。 まことに 美 

しい 親子 仲、 姉弟 仲でした。 

これほど 仲が ゆいだ けに、 親子 姉弟が 別々 に暮 して 

いると 云う こと は、 定めて 辛かった に 相違ありません。 

それでも 行末 をた のしみ に、 姉 も 弟 も 真面目に 奉公し 



になって しまいました。 姉弟の 心配 は 云う まで もぁリ 

ません。 おつね は 主人に 訳 を 話して、 無理に 暇 を 貰つ 

て 帰って、 一生懸命に 看病す る。 久松も 近所の ことで 

すから、 朝に 晚に 見舞に くる。 長屋の 人た ち も 同情し 

て、 共々 に 面倒 を 見て くれたので すが、 おふくろの 容 

態 はいよ/ \ 悪くなる ばかりです。 今まで は 近所の 小 

池玄 道と いう 医者に か、 つていた のです が、 どうも そ 

れ だけで は 心 もとない と 云う ので、 中途から 医者 を換 

えて、 彼の 舟 見 桂 斎 先生 をた のむ ことにな リ ました。 

評判の ぃゝ 医者です から、 この 人の 匕 加減で なんとか 

取 留める こと も 出来ようかと 思った からでした。 



やす 

は廉 くと も 三両か 五両、 良い 品になる と 十両 二 十両と 

も 云う ほどの 値です から、 なかく 容易に 手に入れら 

れる もので はない。 まして この 姉弟が どんなに 工面し 

て も 才覚しても、 そんな 大金の 調達の 出来な いのは 判 

リ 切って います。 それでも 何う かしてお ふくろ を 助け 

たい 一心で、 おつね は 色々 にかん がえ 抜いた 挙句に、 

思いつ いたのが 例の 身 売です。 

人参の 代 にわが 身 を 売る —— 芝居 や 草 双紙 に はよ く 

ある 筋です が、 おつね も 差 当り その外に は 思案 もない 

ので、 とう/ \ その 決心 をき めた のでした。 いっそ 容 

貌が 悪く 生れたら、 そんな 気に もなら なかった かも 知 



れ ませんで したが、 おつね は 鳥渡 可愛らしい 眼 鼻 立で、 

みがき 上げれば 相当に 光リ そうな 娘な ので、 自分 も自 

然 そんな 気になつ たの かも 知れません。 それでも 迂濶 

に そんな こと は 出来ません から、 念のために 医者の 家 

さ つ 

へ 行って、 おふくろの 命 は屹と 人参で 取 留められ るで 

しょうかと 聞きます と、 十に 九つまで は 請 合う と 桂 斎 

先生が 答えた そうです。 おつね は 喜んで 帰って来て、 

弟に その 話 をす ると、 久松も 喜んだ リ 嘆いたり で、 し 

ばらく は 思案に 迷った のです が、 姉の 決心が 固い のと、 

それより 外に は 人参 代 を 調達す る 智慧 も 工夫 もな い の 

とで、 これ もとう/ \ 思い切って、 姉に 身 売 をさせる 



生 はまた 十両 をう け 取つ て 人参 を 調剤した のです が、 

それ も 験が みえない。 おふくろ はいよ/ \ 悪くなる ば 

かりで、 それから 半月 ほどの 後に とう/ \此 世の 別れ 

になって しまったので、 久松は 泣いても 泣き 尽 せない 

位で、 とりあえず 吉 原の 姉のと ころへ 知らせて やり ま 

はつみせ 

したが、 まだ 初 店です から 出て くる こと は 出来ません。 

長屋の 人た ちの 手 を かりて、 久松は 兎 も かく もお ふく 

ろの 葬式 をす ませました。 

こうなる と、 おつね の 身 売 は 無駄な ことにな つたよ 

うな わけで、 これから 十 年の 長い あいだ 苦界の 勤め を 

しなければ ならない のです から、 姉 思いの 久松は 身 を 



切られる ように 情なく 思いました。 それから 惹 いて、 

医者 を怨 むような 気に もな りました。 

き つ 

「人参 をの ませれば 屹と 癒る と 請 合って 置きな が ら、 

あの 医者 はお ふくろ を 殺した。 それが ために 姉さん ま 

でが 吉 原へ 行く ようになった。 あの 医者の 噓 つき 坊主 

め。 あいつ はお ふくろの 仇 だ。 姉さんの かたき だ ご 

今日は そんな こと もありません が、 病人が 死ぬ とそ 

の 医者 を怨 むの が 昔の 人情で、 川柳に も 「見す/ \ の 

親の かたきに 五分 礼」 などと いうの があります。 まし 

て 斯うい う 事情が 色々 にからんで いるので、 年の 行か 

ない 久松は 一層 その 医者 を怨 むように もな り、 自然 そ 



た。 初めてお ふくろの 病気 をみ ていた 小 池と いう 医者 

が、 途中で 取換 えられた の を 面白く 思って いなかった 

いみが たき 

のでしょう、 それに 同 商売 忌 敵 というよ うな 意味 も 

まじって いたのでしょう。 その後 近所の 人達に むかつ 

て、 あの 病人に 人参 をの ませて 何になる。 いくら 人参 

だと 云っても 万病に 効の あると いう もので はない。 利 

かない 薬 を あてがう の は、 見す く 病 家に 無駄な 金 を 

使わせる ような もの だ。 高価な 薬 を あたえれば、 医者 

の ふところ は 膨らむ が、 病 家の 身代 は 痩せる。 医 は 仁 

術で、 金儲け 一点張り ではい けない などと 云う。 それ 

が 自然に 久松 にもき こえました から、 いよ/^ 心 持 を 



悪く しました。 それで は 桂 斎の 医者 坊主め、 みすく 

利かない の を 知っていながら、 金儲けの ために 高い 人 

参 を 売り付け たの かも 知れない という 疑い も 起って く 

る。 桂 斎 先生 は 決して そんな 人物で はない のです が、 

ふだんから 怨ん でい ると ころへ 前の ような 噂が 耳に 

ひ、 V くので、 年の 行かない 久松 として は、 そんな 疑い 

を 起す の も 無理はありません。 商売の 累 いと 云いな 

かたき 

がら、 桂 斎 先生 も 飛んだ 敵 を こしらえて しまいました。 

それでも まあ それだけの ことならば、 蔭で 怨ん でい 

る だけで 済んだ のです が、 桂 斎 先生の ために も、 久松 

姉弟の ために も、 こ、 に 又とんで もない 事件が 出来 



したので す。 それ は その 年 十月の 大地震 —— この 地震 

のこと は どなた も 御 承知です から 改めて 申 上げません 

が、 江戸 中で 沢山の 家が 潰れる、 火事が 起る、 死人 や 

くるわ 

怪我人が 出来る。 そのな かで も吉 原の 廓 は 丸潰れの 

丸焼けで、 こ、 だけで もお びた、 V しい 死人が ありまし 

た。 おつね の 勤めて いる 店 も 勿論つ ぶれて、 おつね は 

可哀 そうに 焼け死にました。 久 松の 店 も 潰れた が、 幸 

いに 怪我人はありませんでした。 桂 斎 先生の 家 は 半分 

かたむいた y けで、 これ も 運よく 助かりました。 

おふくろ は 死ぬ、 それから 半年ば かりのう ちに 姉 も 

ぼつち 

つ、 V いて 死んだ ので、 久松は 一人 法師に なって しまい 



ました。 おふくろ のない 後 は、 た V 一本の 杖柱と たの 

ん でいた 姉に も 死別れ て、 久松 はいよ/ \ 力がぬ け果 

て、、 自分 ひとりの 助かった の を 却って 悔 むように な 

りました。 おまけに 姉のお つねが 以前 奉公して いた 芝 

口の 酒屋 は、 土台が しっかりし ていたと 見えて、 今度 

の 地震に も 家 根 瓦 をす， J し 震い 落された y けで びくと 

もせず、 運よく 火事に も 焼け残つ たので、 久松 はい 

よく あきらめ 兼ねました。 姉 も 今までの 主人に 奉公 

していれば 無事であった もの を、 吉 原へ 行つ たれば こ 

そ 非業の死 を 遂げた ので ある。 姉 はなん のために 吉原 

へ 売ら れて 行った のか。 高価の 人参 は 母の 病 を 救い 得 



ない ばかり か、 却って 姉の 命 を も 奪う 毒薬に なった の 

かと 思う と、 久松は 日本 朝鮮に あらんかぎりの 人参 を 

残らず 焼いて、 V もしまい たい 程に 腹が立ちました。 そ 

の 人参 を 売りつ けた 医者 坊主が ますく 憎い 奴の よう 

に 思われて 来ました。 

うち 

糸屋の 店で は 一 旦小 梅の 親類の 家へ 立 退いた ので、 

久松も 一緒に 附 いて 行きました。 場所柄 だけに、 店の 

方 はすぐ に 仮普請に 取り かゝ つて、 十二月に は 兎 も か 

くも 商売 を はじめる ようにな つたので、 主人 や 店の 者 

は 日本 橋へ 戻り ましたが、 焼 跡の 仮小屋 同様のと ころ 

では 女子供が この 冬 を 過され まいと いうので、 主人の 



房 も かねて 知ってい るので、 それ は 奇特の こと だと 

云って すぐに 一両の 金 を 出して やる と、 久松は それ を 

持って 再び 表へ 出ました が、 もとの 長屋へ は 行かない 

で、 近所の 刀屋へ 行って 道中 指の ような 脇差 を 一本 買 

いました。 

その 脇差 を ふところに 忍ばせて、 久松は 新 乗物 町へ 

行って 桂 斎 先生の 出入り をう か、 V つてい ると、 日の く 

れる 頃から 春雨が 音 もせずに 降って 来ました。 先生の 

出て 行く ところ を 狙った のです が、 どうも 工合が 悪 

お. 0- じ i し 

かった ので、 雨に ぬれながら 親父 橋の 抉に 立って いて、 

その 帰る ところ を 待ちう けて、 今年 十五の 小僧が 首尾 



出来ない のでした。 

「それにしても、 母と 姉との 仇 討なら ば、 なぜす ぐに 

自訴 して 出なかった かご と、 係りの 役人 は 聞きました。 

かたき を 討って から、 久松は 川 づたいに 逃げ延びて、 

人の 見ない ところで 脇差 を 川の なかへ 投げ込んで、 自 

分 もつ、 V いて 川へ 飛び込もう とすると、 暗い 水のう え 

に 姉のお つねが 花魁の ような 姿で ぼんやり あらわれて、 

飛び込んで はならない と 云うよう に 頻りに 手 を 振る の 

で、 死のうと する 気 は 急に 鈍った。 かんがえて みると、 

今 こ、 で 自分が 死んで しまえば、 おふくろ や 姉の 墓 ま 

いり をす る 者はなくなる。 迂濶に 死 急ぎ をして はなら 



停車場の あたり は 早い つ 、 じ 見物の 人た ちで 賑っ て い 

た。 青葉の 蔭に あかい 提灯 や 花の れん を かけた 休み 茶 

屋が軒 をなら ベて、 紅い 櫸の 女中 達が しきりに 客 を 呼 

んで いるの も、 その 頃の 東京 郊外の 景物の 一 つで あつ 

た。 暮春から 初夏に かけて は、 大久 保の 躑躅が 最も 早 

かめい ど ほりき リ 

く、 その 次が 亀 戸の 藤、 それから 堀 切の 菖蒲と いう 順 

番で、 そのな かで は大久 保が 比較的に 交通の便 利が 

のぼ 

ぃゝ 方で あるので、 下町から わざ/ \ 上って くる 見物 

もなかく 多かった。 藤 や 菖蒲 は 単に その 風趣 を 賞す 

る だけで あつたが、 躑躅に は 色々 の 人形 細工が こしら 

えて あるので、 秋の 団子 坂の 菊人形と 相対して、 夏の 



大久保 は 女子供 を ひき 寄せる 力が あ つ た。 

ふだん は 寂しい 停車場に も、 きょうは 十五 六 台の 

くるま 

人車が 列んで いて、 つい 眼の さきの 躑躅 園まで 客 を 

送って 行こうと、 うるさい ほどに 勧めて いる。 茶屋の 

くるまや 

姐さん は 呼ぶ、 車夫 は附き 纏う、 そのそう ぐし い 混 

雑の なか を 早々 に 通りぬ けて、 つ、 じ 園の つ > いてい 

る 小道 を 途中から 横に きれて、 おなじみの 杉の 生垣の 

まえまで 来る あいだに、 私 はつ、 じの かん ざし を さし 

ている 女た ちに 幾た び も 逢った。 

門 を あけて、 いつもの ように 格子の 口へ ゆこうと す 

ると、 庭の 方から 声をかけられた。 



めら れた茶 をのみながら 訊いた。 

「きょうはば あやは いないん です かご 

「ばあや は 出ました よ。 下町に いる わたくしの 娘が 孫 

たち を つれて 躑躅 を 見に くると このあいだから 云つ て 

いたので すが、 それが 今日の 日曜に どやく 押 掛けて 

来た もんです から、 ばあやが 案内 役で 連れ出して 行き 

ましたよ。 近所で いながら 燈 台下 暗し で、 わたくし は 

一 向 不案内で すが、 今年 も 躑躅 はな か/ \ 繁昌す る そ 

うです ね。 あなた もこ、 へ 来が けに 御覧に なりました 

ゝ o _ 

力 」 

「い、 え。 どこも 視 きませんでした ごと、 わたし は 笑 



力 つし 力 も y かたり 

だものに は 「七不思議 葛 飾 譚」 という 草双紙が あり 

ましたが、 それに は 何々 を かぞえて あつたか 忘れて し 

まいました。 所詮 無理に 七つの 数に あわせた のでし よ 

うから、 一 つや 二つ はどうで もい ゝ ので、 その 曖昧な 

ところが 即ち 不思議の 一 つか も 知れません。 

そういう わけです から、 置いて け 堀 だって 何処の こ 

とだか 確かに は 判らない のです。 御 承知の 通り、 本 所 

は 堀割の 多い ところで すから、 堀と 云った ばか リ では 

いまどうしん 

高野山で 今道心 をたず ねる ような もので、 なか/ \ 知 

れ そう もありません。 元来 この 置いて け 堀と いうに も 

わる 

二様の 説が あります。 その 一 つ は、 その 辺に 悪 旗本の 



削る の も ある。 提灯 を 張る の も ある。 小鳥 を 飼う の も 

あれば、 草花 を 作る の も ある。 阿部と いう 人が 釣に 出 

るの も 矢 はり その内 職でした が、 おなじ 内職で も 刀 を 

磨いたり 〔# 「磨いたり」 は 底本で は 「磨いだり 匕、 魚 を 

釣ったり している の は、 まあ 世間体の い、 方でした。 

五月 は 例の さみだれが 毎日 じめ く 降る。 それが ま 

た 釣師の 狙い 時です から、 阿部さん はすつ かリ簑 笠の 

こしらえで、 びくと 釣竿 を 持って、 雨の ふるな か を 毎 

日出 かけて いました が、 今年の 夏 はどうい う もの か両 

国の 百 本 杭に は 鯉の 寄りが わるい。 綾瀬の 方まで 上る 

の は 少し 足場が 遠い ので、 このごろ は 専ら 近所の 川筋 



を あさる ことにして いました。 そこで、 五月の なかば 

何でも 十七 八日， } J ろの Y J とだそう です。 その 日 は 法 恩 

お レぁザ 

寺 橋から 押 上の 方へ 切れた 堀割の 川筋へ 行って、 朝 か 

ら竿 をお ろして いると、 鯉 はめった に 当らない が、 鰻 

なまず 

や 鯰が 面白い ように 釣れる。 内職と は 云う もの、、 

もとく 自分の 好きから 始めた 仕事です から、 阿部 さ 

んは我 を 忘れて 釣って いるう ちに、 雨の ふる 日 は 早く 

暮れて、 濁った 水のう え はだんく に 薄暗くな つて 来 

ました。 

今と ちがって、 その 辺 は 一帯の 田 や 畑で、 まばらに 

人家が みえる だけです から、 昼で も 随分 さびしい とこ 



その 櫛 を 今更の ように 透して 見ました。 油 じみた 女の 

櫛、 誰でも あんま リ 好い 感じの する もので はあり ませ 

ん。 殊に それが 川の なかから 出て 来た こと を 考える と、 

お レま— う >w り 

ますく 好い 心 持 はしない わけです。 隠亡 堀の 直 助 権 

兵衛 という 形で、 阿部さん は その 櫛 を じっと 眺めて い 

ると、 どこから かお 岩の 幽霊の ような 哀れな 声が 又き 

こえました。 

「置いて けえ ご 

今まで は 知らなかった が、 それで はこ ゝが 七不思議 

き つ 

の 置いて け 堀で あるの かと、 阿部さん は 屹と眼 を 据え 

て そこら を 見 まわした が、 暗い 水の 上に はなん にも 見 



えない、 細い 雨が 音 もせずに しとく と 降って いるば 

かりです。 阿部さん は 再び 自分の 臆病 を 笑って、 これ 

も おれの 空耳で あろうと 思いながら、 その 櫛 を 川の な 

かへ 投げ込みました。 

「置いて いけと 云うなら、 返して やる ぞご 

釣竿と びく を 持って、 笑いながら 行き かける と、 ど 

こかで 又よ ぶ 声が きこえました。 

「置いて けえ ご 

それ をう しろに 聞きな がして、 阿部さん は 平気です 

た /^帰りました。 



二 

すま い 

小身と 云っても 場末の 住居です から、 阿部さん の 組 

屋敷 は大緦 でかな りに 広い 空地 を 持って いました。 お 

定まりの 門が まえで、 門の 脇に はく、 V り 戸が ある。 両 

うち 

方 は 杉の 生垣で、 丁度 唯今の わたくしの 家の ような 恰 

好に 出来て います。 門の なかには 正面の 玄関 口へ 通う 

だけの 路を 取って、 一方 は そこで 相撲で も 取る か、 剣 

あきち 

術の 稽古で もしようかと 云うよう な 空地、 一 方 は 畑に 

なって いて、 そこで 汁の 実の 野菜で も 作ろうと いう わ 

けです。 阿部さん はま だ 独身で、 弟の 新 五郎 は 二三 年 



まえから 同じ 組 内の 正木と いう 家へ 養子に やって、 当 

時 はお 幾と いう 下女と 主従 一 一人暮しでした。 

お 幾と いう 女 は 今年 二十 九で、 阿部さん の 両親が 生 

きている ときから 奉公して いたので すが、 嫁入 先が あ 

ると いうので、 一旦 ひま を 取って 国へ 帰った かと 思う 

と、 半年ば かりで 又 出て 来て、 もとの 通りに 使って 貰 

ちょう ねん 

うこと になって、 今の 阿部さん の 代まで 長年して い 

きりょう 

るので した。 容貌 はまず 一通りで すが、 幾年た つても 

江戸の 水に しみない 山出しで、 その代りに はよ く 働く。 

女の いない 世帯の こと を 一手に 引受けて、 その あいだ 

に は 畑 も 作る。 もと/ \ 小身のう えに、 独身で 年の わ 



か い 阿部 さ んは、 友 だち の 附合ゃ 何 か で 些とは 無駄な 

金 もっかう ので、 内職の 鯉 や 鰻 だけで はな かく 内証 

が 苦しい。 したがって、 下女に 払う 一年 一両の 給金す 

らも 兎角と y こおり 勝になる のです が、 お 幾 は 些とも 

厭な 顔 をし ないで、 まえに も 云う 通り、 見得に も 振り 

にも 構わずに、 世帯の ことから 畑の 仕事まで 精出して 

働く のです から、 まったく 徳用 向きの 奉公人でした。 

「お帰りなさい まし ご 

く > リ戸を 推して 這 入る 音 をき くと、 お 幾 はすぐ に 

傘 を さして 迎 いに 出て 来て、 主人の 手から 重い びく を 

うけ 取って 水口の 方へ 持って行く。 阿部さん も簑 笠で 



お 医者の くるまで 打つ ちゃ つ て 置いて は 手お くれに な 

リます 」 

かずさ 

お 幾 は 上 総の 生れで、 こういう ことに は 馴れて いる 

とみえて、 すぐに 主人の 痛んで いる 指の さきに 口 を あ 

て、、 その 疵口から 毒 血 をす い 出しました。 それから 

こ， きれ く- , 

小 切 を 持ち出して 来て、 指の 附根 をし つかりと 縛リま 

した。 それだけの 応急手当 をして 置いて、 雨の ふりし 

きる 暗い なか を 医者のと ころへ 龃 けて 行きました。 阿 

部さん は 運が よかった のです。 お 幾が すぐに これ だけ 

の 手当 をして くれたので、 勿論 その 命に か、 わるよう 

な 大事 件に はなり ませんで した。 医者が 来て 診察して、 



やはり 蝮の 毒と わかった ので、 小指 を 半分 ほど 切り ま 

した。 その 当時で も、 医者 は そのく らいの 療治 を 心得 

ていたの です。 

大難が 小難、 小指の 先ぐ らい は吉 原の 花魁で も 切り 

ます。 それで 命が 助かれば 実に 仕 合せと 云わなければ 

なりません。 医者 もこれ で 大丈夫 だと 受 合って 帰り、 

阿部さん もお 幾 も 先ず ほっとし ましたが、 なるべく 静 

かに 寝て いろと 医者から も 注意され たので、 阿部さん 

はすぐ に 床 を 敷かせて 横にな リ ました。 本 所 は 蚊の 早 

いところ ですから、 四月の 末から 蚊帳 を 吊って います。 

阿部さん は 蚊帳の なかで うと/ \ している と、 気の せ 



いか、 すこし は 熱 も 出た ようです。 宵から 雨が 強く 

なった とみえて、 庭の わか 葉 をう つ 音が ぴ しゃ/ \と 

きこえます。 すると、 どこと も 無しに、 こんな 声が 阿 

部さん の 耳に きこえました。 

「置いて けえ ご 

かすかに 眼 を あいて 見 まわした が、 蚊帳の 外に は 誰 

も いないら しい。 やはり 空耳 だと 思って いると、 又し 

ばらく して 同じような 声が きこえました。 

「置いて けえ ご 

阿部さん も 堪らなく なって 飛び起きました。 そうし 

て、 あわた y しくお 幾 をよ びました。 



幾の 顔 を、 今 さら 見違える 害 もない。 熱が あるので お 

れの 眼が ぼうとして いるの かも 知れない と 阿部さん は 

思いました。 

門の く V り を 推す 音が きこえた ので、 お 幾が 出て み 

ると、 主人の 弟の 正木 新 五郎が 見舞に 来たので した。 

お 幾 は 医者へ 行く 途中で、 正木の 家の 中間に 出逢った 

ので、 主人が 蝮に 咬まれた という 話 をす ると、 中間 も 

おどろいて 注進に 帰った のです が、 生憎に 新 五郎 は そ 

の 時 不在で、 四つ (午後 十 時) 近い 頃に ようやく 戻つ 

て 来て、 これ も その 話に おどろいて 夜中す ぐに 見舞に 

かけ 着けて 来たと いう わけです。 新 五郎 は 今年 十九で 



「新 五郎。 おまえ 今夜 泊まって くれない か。 いや、 看 

病 だけなら お 幾 ひとりで 沢山 だが、 おまえに は 別に 頼 

む ことがある。 おれの 大小 や、 長 押に かけて ある 槍な 

んぞ を、 みんな 何処かへ 隠して くれ。 そうして 万一お 

れが 不意に あばれ 出す ような ことがあったら、 すぐに 

取って 押さえて くれ。 おとなしく 云う こと を肯 かな 

かったら、 繩を かけて 厳重に 引つ く、 つて くれ。 かな 

き つ 

らず 遠慮す るな。 屹 とたの む ぞ。， - 

なんの 訳 かよく 判らない が、 新 五郎 は 素直に 受 合つ 

て、 兄の 指図 通りに 大小 や 槍の たぐい を片附 けて しま 

いました。 自分 はこ、 に 泊り込む つもりで すから 新 五 



郎は 兄と 一 つ 蚊帳に 這 入る。 用が あったら 呼ぶ からと 

云って、 お 幾 を 女 部屋に 休ませる。 これで 家の なか も 

ひっそりと 鎮まった。 入江 町の 鐘が 九つ (午後 十二時) 

を 打つ。 阿部さん はしば らくう と/ \ してい ましたが 

やがて 眼が さめる と、 少し 熱が あるせ いか、 しきりに 

喉が 渴 いて 来ました。 女 部屋に 寝て いるもの を わ 

ざく 呼び 起す の も 面倒 だと 思って、 阿部さん はとな 

リに 寝て いる 弟 をよ びました。 

新 五郎 はよ く 寝入って いると みえて、 なかく 返事 

をし ません。 



よん どころ なく 大きい 声で お 幾 をよ びます と、 お 幾 

はやが て 起きて 来ました。 主人の 用 を 聞いて、 すぐに 

茶碗に 水 を 入れて 来ました が、 そのお 幾の 寝み だれ 姿 

というの が 又 一層 艷 つぼく 見えました。 と 思う と、 ま 

た 例の 声が 哀れに きこえます。 

「置いて けえ ご 

心の 迷い や 空耳とば かり は 思って いられ なくなり ま 

した。 眼の まえにい るお 幾 は、 どうしても ほんとうの 

お 幾と は 見えません。 置いて けの 声 も、 こうして た 

び/^ 聞え る 以上、 どうしても 空耳と は 思われません _ 

阿部さん は 起き直って 蚊帳 越しに 訊きました。 



「おまえ は 誰 だ ご 

「幾で ございま すご 

「噓 をつ け、 正体 を あらわせ ご 

「御 冗談 を …… ご 

「なにが 冗談 だ。 武士に 祟ろうと は 怪しから ぬ 奴 だ ご 

阿部さん は 茶碗 を 把って 叩き付けよう とすると、 そ 

の 手 は 自由に 働きません。 さっきから 寝入った 振り を 

して 兄の 様子 をう か y つていた 新 五郎が、 いきなり 跳 

ね 起きて 兄の 腕 を 取 押さえて しまった のです。 押さえ 

られ て、 阿部さん はいよ く 焦れ 出しました。 

「新 五郎。 邪魔 をす るな。 早く 刀 を 持って来 いご 



「放せ。 放さない かごと、 阿部さん は 気ち がいの よう 

に 怒鳴りつ、 V けて いる。 その 耳の 端で は 「置いて け 

え ご という 声が きこえて います。 

「これ、 お 幾。 兄さん は 蝮の 毒で 逆上した らしい。 水 

を 持って来て 飲ませろ ご と、 新 五郎 も堪 りかね て 云い 

ました。 

「はい、 はいご 

お 幾 は 阿部さん の 手から 落ちた 茶碗 を 拾おうと して、 

蚊帳の なかへ からだ を 半分く ゾら せる 途端に、 その 髪 

の 毛が 蚊帳に 触って、 何 かばら りと 畳に 落ちた ものが 

ありました。 それ は 彼の 黄楊の 櫛でした。 



「そうすると、 その 櫛 を さしてい る あいだ は 美しい 女 

に 見えたん です ね ご と、 わたし は 首をかしげながら 訊 

いた。 

「まあ、 そういう わけです。 その 櫛 を さしてい る あい 

だは 見 ちがえる ような 美しい 女に みえて、 それが 落ち 

ると 元の 女に なった というので すご と、 老人 は 答えた _ 

「どうしても その 櫛に なに かの 因縁 話が ありそうです 

よ。 しかし それ は 誰の 物 か、 とうく 判らず じまいで 

あつたと いう ことです。 その 櫛と、 置いて けえ と 呼ぶ 

声と、 そこに も 何 かの 関係が あるの か 無い のか、 それ 

も わかりません。 櫛と、 蝮と、 置いて け 堀と、 とんだ 



白い 人物が 来て いたので すがね。 その 人 は 森 垣 幸右衛 

門と 云って —— 明治 以後 は その 名乗り を 取って、 森 垣 

みちの ぶ 

道 信と いう むずかしい 名に 換えて しまい ましたが 

わたくしの 久しい お 馴染なん です。 維新 後 は 一 時 横 浜 

へ 行って いたので すが、 その 時に かんがえ 付いた ので 

しょう。 東京へ 帰って来てから 時計屋 を はじめて、 そ 

れが うまく 繁昌して、 今では 大 森の 方へ 別荘の ような 

もの を こしらえて、 まあ 楽隠居と いう 体で 気楽に 暮し 

ています。 なに、 わたくしと 同じよう だと 仰し やる か- 

どうして、 どうして、 わたくし など は 何う にか 斯うに 

か 息をついて いると 云う だけで、 とても 森 垣さん の 足 



ない ので、 気晴 しのた めに 近所の 小さい 講釈 場へ 毎日 

通った ことがありました。 今 も 昔 もお なじ ことで、 講 

釈 場の 昼席な どへ 詰め かけて いる 連中 は、 よつ ぼ どの 

ひまじん 

閑人 か 怠け者 か、 雨に ふられて 仕事に も 出られな いと 

いう 人 か、 まあ そんな 手 合が 七 分でした。 

わたくしな ども そのお 仲間で、 特別に 講釈が 好きと 

いう わけで もない のです が、 前に 云った ような 一件で、 

うち あて 

家に いても くさ/^ する、 さリ とて 的な しに 往来 をぶ 

ら/ \ しても いられな いと 云うよう な ことで、 半分 は 

昼寝 をす るよう な 積り で 毎日 出かけて いたのでした。 

それでも 半月 以上 もつ V けて 通って いるう ちに、 幾人 



も 顔なじみが 出来て、 家に いるより は 面白い という こ 

とに なりました。 昼席に は定 連が 多い ので、 些 とつ y 

けて 通って いると、 自然と 懇意の 人が 殖えて 来ます。 

その 懇意の なかに 一 人のお 武家が ありました。 

お 武家 は 三十 二三のお 国風の 人で、 袴 を 穿いて いま 

せんが、 いつも 行儀よ く 薄 羽織 をき ていました。 勤番 

の 人で もない らしい。 おそらく 浪人 かと 思って いまし 

ひま 

たが、 この 人 もよ ほど 閑な 体 だとみ えて、 大抵 毎日の 

ように 詰め かけて いる。 しかも わたくしの 隣に 坐って 

いる こと も屢 M あるので、 自然 特別に 心安くな り まし 

たが、 どこの 何う いう 人 だか 云い もせず 聞き もせず、 



た、 V 一 通りの 時候の 挨拶 や 世間話 をす るく らいの こと 

でした。 ところが、 ある 日の 高座で 前講 のなん とかい 

へ きていかん 

う 若い 講釈師が 朝鮮 軍記の 碧 蹄 館の 戦い を 読んだ ので 

明の 大軍 三十 万 騎が李 如 松 を 大将軍と して 碧 蹄 館へ 

くり 出して くる。 日本の 方で は 小 早 川 隆景、 黒 田 長 政、 

立花宗 茂と 云 つ たような 九州 大名が 陣を そろえて 待ち 

うける。 いや、 とても わたくしが 修羅場 をう まく 読む 

はりおう ぎ 

わけに は 行かない から、 張 扇 をた ゝき 立てる の は 先 

ず このく らいに して、 さて 本文に 這 入ります と、 なに 

を 云う にも 敵の 大 軍が 野に も 山に も 満ち/^ ている の 



自身が その 法螺貝 を 取って、 馬上で 高く ふき 立てる と 

それが 北風に 冴えて、 味方 は 勿論、 敵の 陣中まで も ひ y 

き 渡る。 明の 三十 万騎は 先ず これに 胆を ひし がれて、 

この 戦いに 大敗 北 を するとい う 一条。 それ を 上手な 先 

生が よんだら ば 定めて 面白い のでし ようが、 なにしろ 

前講の 若い 奴が、 横 板に 飴で、 途切れ途切れに 読む の 

ですから 遣 切れません。 その 面白くない ことおび た V 

しい。 

おまけに 夏の 暑い 時、 日の 長い 時と 来て いるので す 

から、 大抵の もの は 薄ら 眠くな つて、 い、 心 持そう に 

うとくと 居 唾り を 始める。 そのな かで、 彼のお 武家 



だけ は 膝 もくずさないで 聴いて います。 尤も ふだん か 

ら 行儀の い、 人でした が、 とりわけて 今日は 行儀 を 正 

しくして 一 心に 聴きす ましてい るば かり か、 小 早 川が 

いよ/ \ 貝 を ふくと いう 件になる と、 親の 遺言 を 聴 

く か、 ありがたい 和尚 様のお 説教で も 聴く ときの よう 

に、 じっと 眼 をす えて、 息 をのみ 込んで、 了 $不 乱に 

耳 をす ましてい ると いう 形で あるので、 わたくし も少 

し 不思議に 思いました。 しかし 根が お 武家で あるので、 

こういう 軍談に は 人 一 倍の 興 を 催して いるの かと も 

思って、 深く は 気に も 留めませんでした。 

七つ (午後 四時) 過ぎに 席が はねて、 わたくし は そ 



のお 武家と 一緒に 表へ 出て、 小 半 町 ほど も 話しながら 

来る と、 このごろの 空の 癖で、 大粒の 雨が ぼつり く 

と 降り出して 来ました。 西の方に は 夕日が 光って いる 

のです から、 大した こと は あるまい と は 思いながら も 

丁度 わたくしの 家の 路地の そばで したから、 兎 も かく 

ち つ 

も些 との あいだ 雨 やどり をして お出でな さいと、 相手 

が 辞退す るの を 無理に 誘って 路地の なかに ある わたく 

しの 家へ 連れ込みました。 連れて来 てい ゝ事 をし まし 

た。 ふたりが 家の 格子 をく > ると、 ゆう 立 はぶち 撒け 

るよう に 強く 降って 来ました。 

「おかげさまで 助かりました ご 



お 武家 は あつく 礼 を 云って、 雨の 晴れる まで 話して 

いました。 やがて 時分時に なった ので、 奴豆腐に 胡瓜 

揉みと 云った ような 台所 料理の ゆう 飯 を 出す と、 ぉ武 

家 はいよ/ \ 気の毒 そうに、 幾た びか 礼 を 云って 箸 を 

とりました。 その 時の 話に、 そのお 武家 は 奥州の 方角 

の 人で、 仔細あって 江戸へ 出て、 遠縁の ものが 下 谷の 

竜 称 寺と いう 寺に いるので、 それ を 頼って この間から 

厄介に なって いるとの ことでした。 そのうちに 雨 もや 

んで、 涼しそう な 星が ちらく と 光って 来たので、 お 

武家 は 繰返して 礼 を 云 つ て 帰りました。 

唯 それだけの ことで、 こっちで は 左の み 恩に も 被せ 



ていなかった のです が、 そのお 武家 は ひどく 義理が た 

い 人と みえて、 あくる 日の 早朝に 菓子の 折 を 持って 礼 

に 来たので、 わたくし もい さ、 か 恐縮し ました。 奥へ 

通して 色々 の 話 をして いるう ちに、 双方が ます/ \ 打 

解けて、 お 武家 は 自分の 身の上 話 を はじめました。 こ 

のお 武家が 前に 云った 森 垣 幸 右衛門と いう 人で、 その 

頃 はま だ 内 田と いう 苗字であった のです。 

森 垣さん は 奥州の ある 大 藩の 侍で、 貝の 役 をつ とめ 

ていたの です。 いくさの 時に 法螺貝 を ふく 役です。 一 

口に ほら を 吹く と 云います けれど、 本式に 法螺 を 吹く 

の はな か/ \ むずかしい。 山伏の 法螺で さえ 容易で な 



い、 まして 軍陣の 龃 引に 用いる 法螺と 来て は 更にむ ず 

かしい 〔# 「むずかしい」 は 底本で は 「むず しい 匕 ことに 

なって いました。 やはり 色々 の譜が あるので、 それ を 

専門に 学んだ もので なければ 滅多に 吹く こと は 出来 ま 

せん。 拙者 は 貝 をつ かまつ ると 云えば、 立派に 武士の 

云い 立てに なった ものです。 森 垣さん は その 貝の 役の 

家に 生まれて 去年の 秋まで は 無事につ とめて いたので 

すが、 人間と いう もの は 判らない もので、 なまじいに 

貝が 上手であった ために、 飛んでも ない こと を 仕出来 

すよう にな つたので す。 



二 

貝の 役 は ひとりで なく、 幾人 もあります。 わたくし 

も 素人で 詳しい こと は 知りません が、 やはり 貝の 師範 

役と いう ものが あって、 それにつ いて 子供のと きから 

稽古す る の だそう です。 森 垣 さ んの藩 中で は 大館宇 兵 

衛 という 人が 師範 役でした。 その 人 は 貝の 名人で、 こ 

の 人が 貝 を 吹く と 六 里 四方に きこえる とか、 この 人が 

貝 を 吹いたら 羽 黒山の 天狗 山伏が 聴きに 来たと か、 い 

ろ/^ の 云い 伝えが あるそう です。 年を取っても 不思 

議に 息の つ ^ く 人でした が、 三年 まえに 七十 幾 歳と か 



は その 巻物 を ひろげて 一 心に 見て いると、 師匠が 一 度 

ふいて 聞かせる。 た > それだけの ことです が、 秘曲 を 

つたえられる ほどの 素養の ある 者なら ば、 その 譜を見 

ただけ でも 十分に 吹け る 害 だそう です。 笙の 秘曲 なぞ 

を 伝える の も 矢はリ それ だそう で、 例の 足 柄 山で 新羅 

三郎義 光が 笙の 伝授 をす る 図に、 義 光と 時 秋と がむ か 

い 合って 笙を 吹いて いるの は 間違って いて、 義 光は笙 

まき 

を ふき、 時 秋 は 秘曲の 巻 を 見て いるの が 本当 だとい う 

ことです が、 どうで しょうか。 

宇 兵衛は 三つの 秘曲 を 伝授して、 その 二つ だけ は 吹 

いて 聞かせ ましたが、 最後の 一 つ は 吹かないで、 た y 



その 譜 のかいて ある 巻物 を あたえた だけでした。 

「これ は 一番 大切な ものであって、 しかも 妄りに 吹く 

こと は 出来ぬ ものである。 万一 の 場合の ほか は 決して 

吹くな。 おれ も 生涯に 一度 も 吹いた こと は 無かった。 

おまえ も 吹く 時の ないように 神仏に 祈る がよ いご 

それ は 落城の 譜 というの でありました。 城が い 

よ/ \ 落ちる というと きに、 今が 最後の 貝 を ふく。 な 

る ほど、 これ は 大切な ものに 相違ありません。 そうし 

て、 めったに 吹く ことの 出来ない ものです。 これ を 吹 

くような ことがあって は 大変です。 貝の 役と して は 勿 

論 心得て いなければ ならない のです が、 それ を 吹く こ 



ん。 たまに 登って くる 者が あつたと ころで、 それが 何 

という 譜を 吹いて いるの か、 とても 素人に 聞き分けら 

れる箬 はない ので、 森 垣さん も 多寡 をく、 つてい まし 

た。 

それでも やはり 気が 咎める ので、 初めの 中 は 努めて 

低く 吹いて いたので すが、 月 はいよ く 明るくなる、 

吹く 人 も だんく 興に 乗って くる。 森 垣さん は 我 を わ 

すれて、 喉 一 ぱいに 高く/ \ 吹き出す と、 夜が おいく 

に 更けて、 世間 も 鎮まって 来たので、 その 貝の 音 は 三 

里 半 をへ だてた 城下まで 遠くき こえました。 

その 晚は 月が い、 ので、 殿様 は 城内で 酒宴 を 催して 



あつたと ころへ、 家老の なにがしが 俄に 殿の 御前へ 出 

て、 容易なら ぬ こと を 言上し ました。 

「唯今き こえます る 貝の 音 は 一 通りの 音色と もお ぼえ 

ませぬ ご 

勿論、 それが 落城の 譜 であるか 何う か は 確かに 判ら 

なかった のです が、 さすが は 家老で も 勤めて いる 人 だ 

けに、 それが 尋常の 貝の 音で はない こと だけ は覚 つた 

とみえた のです。 扨そう なると、 騒ぎ はいよ/^ 大き 

くな つて、 召 捕の 人数が すぐに 龃け 向かう ことにな り 

ました。 

そんな こと、 は 些とも 知らない 森 垣さん は、 吹く だ 



城内へ 引つ 立てられて、 森 垣さん は 厳重の 吟味 をう 

けました が、 月の よいのに 浮かれて 山への ぼり、 低く 

吹いて いるつ もりの 貝の 音が 次第に 高くな つて、 お 城 

の 内外 を さわがし たる 罪 は 重々 おそれ 入り ましたと 申 

立てた ばかりで、 落城の 譜 のこと はなん にも 云い ませ 

ん でした。 家老 はどう も 普通の 貝の 音で ない と 云う の 

です が、 所詮 は 素人で、 それが なんの 譜 であるかと 云 

うこと は 確かに 判りません。 もと/ \ 秘曲の ことです 



から、 ほかに 知っている 者の あろう 害はありません。 

もし それが 落城の 譜 であると 知れたら、 どんな 重い 仕 

置 をう ける か 判らなかった のです が、 何分に も 無 証拠 

ですから、 森 垣さん はとう/^ 強情 を 張り 通して しま 

いました。 それでも 唯で は 済みません。 夜中 みだりに 

貝 を 吹きた て、 城下 を さわがし たという 廉で、 お 役 御 

免のう えに 追放 を 申 渡されました。 

森 垣さん は 飛んだ こと をした と 今更 後悔し ましたが、 

どうに も 仕方がない。 それでも 独り 身の 気安 さに、 ふ 

だんから 親く している 人達から 内証で 恵んで くれた 餞 

別の 金 を ふところ にして、 兎に かく も 江戸へ 出て 来た 



と いう わけです。 落城の 譜が 祟って 森 垣さん 自身が 落 

城す る ことにな つたの も、 なに かの 因縁 かも 知れ ませ 

ん。 

「いや、 一 生の 不覚、 面目 次第 も ござらぬ ご と、 森 垣 

さん も 額 を 撫でて いました。 

こう 判って みると、 わたくし も 気の毒に なりました _ 

屋敷 をし くじった と 云っても、 別に 悪い こと をした と 

云う ので もない。 この 先、 いつまでも 浪人して いる わ 

けに も 行くまい から、 なんとか 身の 立つ ようにして あ 

げたいと 思って だん/ \ 相談す ると、 森 垣さん は 再び 

武家 奉公 をす る 気 はない という。 しかし この 人 は 字 を 



行かない ので、 内心び く/ \ もので 出かけて 行く と、 

昼間と は大 違いで、 組頭 はに こくしながら 出て 来 ま 

した。 

「いや、 先刻 は 気の毒。 どうも 年 をと ると 一徹に なつ 

VJ な ま ゝゝ ゝゝ 」 

だんく 聴いて みると、 この 組が しらの 老人、 ほら 

を 吹く と 云った の を、 俗に 所謂 ほら を 吹く の 意味に 解 

釈 して、 大風呂敷 を ひろげる と 云う こと、 一 図に 思い 

込んで しまった のでした。 武士 は 法螺 を ふくと は 云わ 

ない、 貝 を 吹く とか、 貝 をつ かまつ ると か 云う のが 当 

然で、 その 与力 も 初めはそう 云った のです が、 相手に 



いつまでも 通じない らしい ので、 世話に 砕いて 「ほら 

を 吹く」 と 云った のが 間違いの 基でした。 役附を 願う 

に は 何 かの 芸を 申立てなければ ならない が、 その 申立 

ての 一芸が 駄法螺 を 吹く と 云う ので は、 あまりに 人 を 

馬鹿にし ている、 怪しからん 奴 だと 組頭 も 一 時 は 立腹 

したので すが、 あとに なつてから 流石に それと 気がつ 

いて、 わざ/ \ 使 を 遣って 呼びよ せて、 あらためて そ 

の 挨拶に 及んだ わけでした。 

組が しら も 気の毒に 思って、 特別の 推挙 をして くれ 

たのでしょう、 その 与力 は 念願 成就、 間もなく 貝の 役 

を 仰せ 附 かる ことにな りました。 それ を 聞きった えて 



権 十郎の 芝居 

一 

これ も 何 かの 因縁 かも 知れない。 わたし は 去年の 震 

災に家 を 焼かれて、 目白に 逃れ、 麻布に 移って、 更に 

この 三月から 大久保 百 人 町に 住む ことにな つた。 大久 

保 は 三 浦 老人が 久しく 住んで いたと ころで、 わたしが 

屢 M こゝに 老人の 家 をたず ねた こと は、 読者 もよ く 

知っている 害で ある。 

老人 は已 にこの 世に いない 人で あるが、 その 当時に 



も わからない。 老人の 宅 はむかし の 百 人 組 同心の 組屋 

敷 を 修繕した もので、 そこに は 杉の 生垣に 囲まれた 家 

が 幾 軒 もつ V いていた の を 明かに 記憶して いるが、 今 

日 その 番地の 辺 をたず ねても 杉の 生垣な ど は 一 向に 見 

あたらない。 あたりに はすべ て 当世風の 新しい 住宅 や 

商店ば かりが 建ちつ y いている。 町が 発展す るに した 

がって、 それらの 古い 建物 はだんく に 取 毀され てし 

ま つたので あろう。 

昔話 —— それ を 語った 人 も、 その 人の 家 も、 みな 此 

世から 消え失せて しまって、 それ を 聴いて いた 其 当時 

の 青年が 今や こ、 に 移り 住む ことにな つたので ある。 



俯仰 今昔の 感に 堪えない と はまった く此 事で、 この 物 

語の 原稿 を かきなが らも、 わたし は 時々 に ペン を 休め 

て 色々 の 追憶に 耽る ことがある。 むかしの 名残で、 今 

でも こ、 らには 躑躅が 多い。 わたしの 庭に も 沢山に 咲 

いている。 その 紅い 花が 雨に ぬれてい るの を 眺めな が 

ら、 今日 も その 続稿 を かき はじめる と、 むかしの 大久 

保が あり/ \ と 眼の まえに 浮んで くる。 

いつもの 八 畳の 座敷で、 老人と 青年と が 向い合って 

いる。 老人 は 「権 十郎の 芝居」 という 昔話 をして いる 

のであった。 



ろうかと いうので、 俄に 逆上して 桟敷 を 飛び降り、 舞 

台に いる 天竺 徳兵 衛の巿 蔵に 斬って かゝ つたと いう 大 

騒ぎ。 その 以来、 侍の 芝居 見物と いう ことが 又 やか ま 

しくなりまして、 それまで は 大小 を さした ま、 で 芝居 

小屋へ 這 入る こと も 出来た のです が、 以来 は 大小 を さ 

して 木戸 をく、 V る こと 堅く 無用、 腰の物 はかならず 芝 

居 茶屋に あずけ て 行く ことに 触れ 渡されて しまい まし 

た。 

それです から、 侍が 芝居 を 見る ときには、 大小 を 茶 

屋 にあず けて、 丸腰で 這 入らなければ ならない。 つま 

り吉 原へ 遊びに 行く のと 同じ ことにな つ たわけで すか 



ら、 物堅い 屋敷で は 藩 中の 芝居 見物 を やかましく 云う。 

江戸の 侍 もお のず と 遠慮 勝になる。 それでも やっぱり 

芝居 見物 を やめられな いと 云う 熱心 家 は、 芝居 茶屋に 

大小 を あずけ、 羽織 も あずけ、 そこで 縞物の 羽織な ど 

に 着かえ る もの も ある。 用心の い、 の は、 身ぐ るみ 着 

かえて しまって、 双子の 半纏な ど を 引っかけて、 手拭 

そ つ 

を 米屋 かぶりな どに して 土間の 隅の 方で 竊と 見物して 

いるもの も ある。 いずれにしても、 おなじ 銭 を 払いな 

がら 小さく 見物して いる 傾きが ある。 どこ へ 行つ て も 

威張って いる 侍が、 芝居 〔# 「芝居」 は 底本で は 「芸居 匕 

へ くると 遠慮 をして いると いうの も 面白い わけでした。 



前置が ちっと 長くな りました が、 その 侍の 芝居 見物 

のとき のお 話です。 巿ケ 谷の 月桂 寺の そばに 藤 崎 余 一 

郎 という 人が ありました。 二百 俵 ほど 取って いた 組 与 

おつか ちゅうげん 

力で、 年 はま だ 二十 一 、 阿 母さんと 中間 と 下女と 四 人 

暮 しで、 先ず 無事に 御 役 をつ とめて いたので すが、 こ 

の 人に 一 つの 道楽が ある。 それ は 例の 芝居 好きで、 ど 

やくしゃ 

^ J の 座が 蟁属 だと か、 どの 俳優が 蟁属 だと か 云う ので 

なく、 どこの 芝居で も 替リ目 ごとに 視 きたいと いうの 

だから 大変です。 ほかの 小遣い はなる たけ 儉 約して、 

みんな 猿 若 町へ 運んで しまう。 侍と して は あまり ゆい 

道楽ではありません。 いつぞやお 話 をした 桐 畑の 太夫 



が 加わって いるの だから、 馬鹿に 人気が 好い。 二番目 

は 堀川の 猿 まわしで、 芝 翫の与 次郎、 条三郎 のおし ゆ 

ん、 羽左衛 門の 伝 兵衛、 おつきあいに 関 三と 団 蔵と 権 

十郎の 三人が 掛 取り を 勤める というの ですから、 これ 

だけで も 立派な 呼び物になります。 その 辻番附 をみ た 

だけで も、 藤 崎さん はもう ぞく/ \ して 初日 を 待って 

いました。 

なんでも 初日から 五六 日 目の 五月 十五 日で あ つた そ 

うです。 藤 崎さん は 例の 通りに 猿 若 町へ 出かけて 行き 

ました。 さっき も 申す 通り、 家から 着が え を 抱えて 行 

く 人 も あり、 前以て 芝居 町の 近所の 知人の 家へ あずけ 



する のです から、 権ち やん 矗 厦は大 涎れ です が、 藤 崎 

さん は 少し 納まりません。 権 十郎が 舞台へ 出る たびに、 

顔をしかめて 舌 打 をして いました が、 仕舞に はだ 

ん/^ に 夢中に なって、 口のう ちで、 「あ、 まずい な、 

まずい な。 下手な 奴 だな。 この 大根め」 などと 云うよ 

うにな つた。 それが 同じ 拼の 人た ちの 耳に 這 入る と、 

四 人 連れのう ちの 若い おかみ さんと 妹娘と が 顔の 色 を 

悪く しました。 この 女た ち は大の 権ち やん 貝頭属 であつ 

たのです。 そのと なりに 坐って いて、 権十郎 はまず い 

の、 下手 だのと むやみに 罵って いるの だから 堪り ませ 

こめかみ 

ん。 おかみさん も 仕舞に は 顳顬に 青い 筋 をう ねらせて、 



どう 云う ところがお 気に 召さな いので ございましよう 

ゝ o _ 

力 」 

前に も 申す 通り、 その 当時の 貝顯属 という もの は 今日 

やくしゃ 

と はまた 息 込みが 違って いて、 たとい その 俳優に 一面 

識が 無くと も、 自分が 蔭ながら 矗 属して いる 以上、 そ 

れを 悪く 云う 奴等 は 自分の かたき も 同様に 心得て いる 

時節です から、 この 男 も 眼の 色 を かえて 藤 崎さん を 詰 

問した わけです。 こういう 相手 は ゆ い 加減に あしらつ 

て 置けば い、 のです が、 藤 崎さん も 年が わかい、 お ま 

けに 芝居気ち がいと 来て いる。 まだ その上に、 町人の 

くせに 武士に 向つ て 食つ て か、 ると は 陸し からん 奴 だ 



る 人達 もび つくりして 眺めて いる。 なにしろ 敵 は 大勢 

ですから、 藤 崎さん もなかく の 苦戦に なりました。 

ほかの 二 人 づれの 職人 はさ つ きから 黙 つて 聴いて い 

ましたが、 両方の 議論が いつまでも 果 しがない ので、 

その 一 人が 横 合から 口を出しました。 

「もし、 皆さん。 もう 好い加減 にしたら どうです。 い 

つまで 云い ム おった 〔# 「云い 会った」 は ママ〕 ところで 

どうで 決着 は 付 きゃあし ません や。 第一、 御 近所の 方 

達 も 御迷惑で しょうから ご 

藤 崎さん は 返事 もしませんで したが、 一 方の 相手 は 

さすがに 町人 だけに、 のぼせ 切って いるな かで も慌 



一年に 一度ぐ らい 御覧に なつたん じゃあ、 ほんとうの 

芸は 判りません よご 

「判らなければ 判らないで、 おとなしく 見物して い 

らっしゃれば 妒 いんだ けれど …… ごと、 若い おかみ さ 

んも 厭に 笑いました。 「これで も わたし 達 は 肩 楊のお 

りない うちから、 替り目 ごとに 欠さずに 見物して いる 

ん ですからね ご 

かわ るん \ に 藤 崎さん を 嘲弄す るよう な こと を 云つ 

て、 しまいに は 何が なしに 声 を あげて どっと 笑い まし 

た。 藤 崎さん はいよ/ \癩 に 障った。 もうこの 上 はこ 

んな 奴等と 問答 無益、 片っ端から 花道へ ひきずり 出し 



芝居 を 出た の は 彼是れ 五つ (午後 八 時) 過ぎで、 贅 

沢な 人 は 茶屋で 夜食 を 食つ て 帰る もの もあります が、 

大抵 は 浅 草の 広小路 辺まで 出て 来て、 そこらで 何 か 

食って 帰る ことにな つてい る。 御 承知の 奴うな ぎ、 

あすこの 鰻め しが 六 百 文、 大 どんぶりで なかく 立派 

でした から、 芝居が えりの 人達 は あすこに 寄って 行く 

のが 多い。 藤 崎さん も その 奴うな ぎの 二階で 大 どんぶ 

リを 抱え込んで いると、 少しお くれて 這 入って 来たの 

が暄曄 相手の 四 人で、 職人 は 連で ないから 途中で 別れ 

たのでしょう。 町人 夫婦と 妹娘と、 もう 一人の 男と が 

繫 がって 来たので す。 二階 は 芝居 帰りの 客が こみ 合つ 



でもして いるよう にた、 ずんで いると、 時々 に 提灯 を 

つけた 人が 通ります。 その 光 をた よりに、 来る 人の 姿 

を 一 々あらためて いると、 やがて 三 四 人の 笑い声が き 

こえました。 それが 彼の 四 人 づれの 声で ある こと をす 

ぐに 覚 つて、 藤 崎さん は 手拭で 顔 をつ、 みました。 

人 は 四 人、 提灯 は 一 つ。 それが だん/ \ に 近寄って 

くるの を 二三 間 やり 過して 置いて、 藤 崎さん はう しろ 

から 足早に 附 けて 行った かと 思う と、 亭主ら しい 男 は 

うしろ 袈裟に 斬られて 倒れました。 わつ と 云って 逃げ 

ようとす るお かみさん も、 っゾ いて 其 場に 斬リ 倒され 

ました。 連の 男と 妹娘 は、 人殺し 人殺しと 怒鳴りな が 



と、 組が しら も 顔をしかめて 考えて いました。 

当人に 腹 を 切らせて しまえば それ迄の ことです が、 

組頭と して は 成る ベ く 組 下の 者 を 殺した くな い のが 人 

情です。 殊に 事件が 事件です から、 そんな ことが 表 向 

きになる と、 当人ば かり か 組頭の 身の上に も 何 かの 飛 

ばっちりが 降り か、 つて 来ない とも 限りません。 そこ 

で 組頭 は 藤 崎さん に 意見して、 先ず 当分 は 素知らぬ顔 

をして 成 行 を 窺って いろ。 いよく 詮議が 厳重に なつ 

て、 お前の からだに 火が付きそう になった らば、 おれ 

が 内証で 教えて やる から、 その 時に 腹 を 切れ。 かなら 

ず 慌て、 はならない と、 くれん \ も 意見して 帰し まし 



仲 蔵な どと いう 顔ぶれで、 一番 目 は 「八 犬 伝」 中幕 は 

田 之 助が 女形で 「大晏 寺 堤」 の 春 藤次郎 右衛門 をす る。 

一 一番 目 は 家 橘 —— 元の 羽左衛 門です —— が 「伊勢 音頭」 

の 貢 を するとい うので、 なか/ \ 評判 は 好かった ので 

すが、 時節柄で すから 何う も 客足が 付きませんでした。 

藤 崎さん は 上野に 立籠って いながら、 その 噂 を 聴いて 

かんがえました。 

「 一 生の 見納め だ。 好きな 芝居 をもう 一 度み て 死の 

うご 

隊を ぬけ 出して 巿村座 見物に ゆく と、 なるほど 景気 

はよ くない。 併し こ、 で 案外で あつたの は、 あれほど 



敷 は 武芸 専門と いうので すから、 勤め向き も 余計に 骨 

が 折れた ろうと 思われます。 併し どの 奉公人 も それ を 

承知で 住み込ん だものば かりです から、 別に 苦労と も 

思わなかった のです。 お 近さん など は 宿 下りで 自分の 

家へ 帰った ときに、 それ を 自慢ら しく 両親に 吹聴し、 

親た ち も 一 緒に なって 喜んでいた くらいでした。 

それで 済めば 天下 泰平、 いや、 些 とぐらい の 騒動が 

起っても 大丈夫であった のです が、 こ、 に 一 つの 事件 

が 出来-した。 というの は、 この 屋敷のお 嬢 さまが 病 

気になった のです。 なにしろ 殿 さま も 奥 さま も 前に 

云った ような 気風の 人た ちです から、 どうも 今時の わ 



かい 者 は 気に入らない。 したがって、 今日までに 縁組 

の 相談が あっても、 あんな 柔弱な 奴のと ころへ は 嫁に 

遣れない とか、 あんな 不心得の 人間 を 婿に は 出来ない 

とか、 色々 むずかし いこと を 云って 断って しまう ので 

自然に 縁遠い 形に なって、 お 嬢 さま は 二十 一になる ま 

で 親の 手許に いて、 相 変らず 薙刀 や 竹刀 撃の 稽古 を 

つ、 V けて いる。 そのうちに 何とい う 病気 か 判らない、 

ことば 

その 頃の 詞 で 云う とぶら/ \ 病 というのに 罹つ て、 

どうも 気分が すぐれない、 顔の 色 もよ くない。 どっと 

寝付く ほどの 大病で もない が、 なにしろ 半病人の すが 

たで、 薙刀のお 稽古 もこの 頃 は 休み 勝に なりました。 



「これ は 静かな ところで ゆる/ \ と 御 養生 遊ばす に 限 

リます 」 

医者 もこう 勧め、 両親 もそう 思って、 お 嬢 さま はし 

ばらく 下屋敷の 方に 出 養生と いう ことにな りました。 

大きい 旗本 はみ な 下屋敷 を 持って います。 三 島 家の 下 

屋敷 は 雑司ケ 谷に ありました。 お 近さん もお 嬢 さまの 

お供 をして 雑司ケ 谷へ ゆく ことにな つたの は、 安政 四 

年の 桜の 咲く 頃で、 そこらの 畑に 菜の 花が 一 面に 咲い 

ている の をお 嬢 さま は 珍しが つたと いう ことでした。 

二 



どこでも 下屋敷 は 地所 を 沢山に 取って いますから 庭 

も 広い、 空地 も 多い。 庭に は 桜 や 山吹が 咲きみ だれて 

いる。 天気の い、 日に はお 嬢 さま も 庭に 出て、 木の 陰 

や 池の まわりな ど を そ > ろ 歩きして、 すこし は 気分 も 

晴れ やかになる だろうと 思いの外、 うら、 かな 日に 庭 

へ 出て、 あた、 かい 春風に 吹かれて いると、 却って 頭 

が 重くなる とか 云って、 お 嬢 様 はめった に 外へ も 出な 

い。 た、 V 垂れ 籠め て 鬱陶し そうに 春の 日永 を暮 してい 

る。 殊に 花時の 癖で、 今年の 春 も 雨が 多い。 そばに 附 

いている 者まで が 自然に 気が 滅入って、 これ もお 嬢 さ 



ま 同様に ぶら/ \ 病に でも なりそう にな つ て 来ました。 

医者 は 三日 目に 一度ず つ 見 まわりに 来て くれる が、 お 

嬢 さま は 何う も はっきり としない。 すると ある 日の こ 

とでした。 きょう も 朝から 絹糸の ような 春雨が 音 も 無 

しにし と/ \と 降って いる。 お 嬢 さま は 相 変らず 鬱陶 

しそうに 黙って いる。 お 近さん を はじめ、 そばに 控え 

ている 二三 人の 腰元 もた ゾ ぼんやりと 黙って いました。 

こんな ときには 琴 を 弾く とか、 歌で も 作る とか、 な 

にか 相当の 日ぐ らし も ある 害です が、 屋敷の 家風が 例 

の 通りです から、 そんな 方の こと は 誰もみ な 不得手で 

す。 屋敷 奉公の もの は 世間 を 知らないから 世間話の 種 



もす くない。 勿論、 こ、 では 芝居の 噂な どが 出そう も 

ない。 た > 詰らな そうに 睨み合って いると ころへ、 お 

仙と いう 女中が お茶 を 運んで 来ました。 お 仙 は 始終 こ 

の 下屋敷の 方に 詰めている のでした。 

「どうも 毎日 降りまして、 さぞ 御 退屈で いらせられ ま 

しょう。」 

みんな も 退屈し 切って いると ころな ので、 このお 仙 

を 相手に して 色々 の 話 をして いるう ちに、 なに かの 

切つ かけから お 仙 は そのころ 流行の 草双紙の 話 を はじ 

たねかず ものがた リ 

めました。 それ は 例の 種 員の 「しらぬひ 譚 」 で 、ど 

の 人 も 生れてから 殆ど 一 度 も 草双紙な ど を 手に 取った 



こと もない 人達な ので、 その 面白さに 我 を 忘れて、 皆 

う つ とりと 聴き 惚れて いました。 

お 嬢 様 も その 草双紙の 話が ひどく 御意に 入った とみ 

えて、 日が 暮れてから も 又 その 噂が 出ました。 

「仙 を よんで、 さっきの 話の つ、 V きを 聴いて はどうで 

あろう ご 

誰も 故障 をい う 者はなくて、 お 仙 はお 嬢 さまの 前に 

よび 出されました。 そうして、 五つ (午後 八 時) の 時 

計の 鳴る 頃まで、 青柳 春 之 助 や 鳥 山 秋作の 話 をした の 

です が、 それが 病み付き になって しまって、 それから 

はお 仙が 毎日 「しらぬひ 譚」 のお 話 をす る 役目 をう け 



たまわる ことにな りました。 お 仙が どうして こんな 草 

双紙 を 読んで いたかと いうと、 この 女 は 三 島 家の 知行 

所から 出て 来た 者ではなくて、 下 谷の 方から —— 実は 

わたくしの 家の 近所の もので、 この 話 も その 女から 聞 

いたのです。 —— 奉公に あがって いる 者です から、 家 

にいた ときに 草双紙 も 読んで いる。 芝居 もときん \ に 

は視 いている。 そういう わけです から、 例の 「しらぬ 

ひ譚」 も 知っていて、 測らず も それが お 役に立つ たの 

です。 

一 体お 仙 は どんな 風に その 話 をした のか 知りません 

が、 なにしろ 聴く 人た ちの 方 は 薙刀 や 竹刀の ほかに は 



たつみの その 

きで、 それから 「春色 梅 ごよ み」 「春色 辰 巳 園」 などと 

いう ものが 皆ん なの 眼に 這 入って、 お 近さん までが 狂 

訓亭 主人の 名を識 るよう になる と、 若い 女の 多い この 

下屋敷の 奥に は 一種の 春色が 漲って 来ました。 今迄 は 

半病人で あつたお 嬢 さまの 顔色 も 次第に 生々 して、 と 

き，^ に は 笑い声 もき こえる。 このごろ は 貸本屋が あ 

まりに 繁く 出入り をす るので、 困った もの だと 内々 は 

顔をしかめ ている 侍た ち も、 それが ためにお 嬢 さまの 

御 病気が だんく によくな ると 云う のです から、 押 

切って それ を 遮る わけに も 行かないで、 まあ 黙って 観 

ている のでした。 



がいよ く 大切な ものに なって、 お 近さん は 内証で そ 

れを 読んで 聞かせて 皆ん なを 楽しませて いました。 I 

I 野に すてた 笠に 用 あり 水仙 花、 それなら なくに 水仙 

の、 霜除け ほどなる 佗住居 —— こんな 文句 は 皆ん な も 

暗記して しまう ほどに なりました。 そうして いるう ち 

に、 こんな ことが 自然に 上屋敷の 方へ 洩れた のか、 或 

は 侍た ち も 持て余して 密告した のか、 いずれにしても 

お 嬢 様 を 下屋敷に 置く の は 宜しくない というので、 病 

気 全快 を 口実に 本郷の 方へ 引き戻される ことにな リま 

した。 それ は 翌年の 二月の ことで、 丁度 出 代り 時で あ 

るので お 近さん ともう 一人、 お 冬と かいう 女中が お 



に 出す のではなかった ご 

高 松さん は 時々 に 顔をしかめて、 御新造に 話す こと 

も ありました。 そのうちに 六月の 末になる。 旧暦の 六 

月末です から、 土用のう ちで 暑さ も 強い。 師匠に よる 

と 土用休み をす るの も あるが、 高 松さん は 休まない。 

きょう も 朝の 稽古 をし まって、 汗 を 拭きに 裏手の 井戸 

端へ 出ました。 場末の 組 屋敷です から 地面 は 広い。 う 

と-つ もろこし 

らの方 は 畑に な つ て 矢 はり 唐 蜀黍な どが 栽え て ある。 

その 畑の なかに 白地の 単衣 をき た 女が 忍ぶ ように 立つ 

ている。 それが お 近さん である こと は、 高 松さん に は 

すぐに 判った のです が、 向う では 些とも 気が 注かない 



いる。 そこ を 今朝 は 運悪くお 父さんに 見付けられ たの 

です。 

「これ はなんだ ご 

だしぬけに その 本 を 取り上げられて しま つたので、 

お 近さん はもう 何う する こと も 出来ない。 しかし 「春 

色 梅 ごよ み」 という 外題 を 見た だけで は、 お父さんに 

も その 内容 は 一向 わからな いのです から、 お 近さん も 

何とか 頓智 をめ ぐらして、 巧く 誤 魔 かしたい と 思った 

のです が、 困った ことに は 本文 ばかりでなく、 男 や 女 

の插 絵が 這 入って いる。 それ をみ ただけ でも 大抵 は 想 

像が 付く 害です。 お 近さん も 返事に 支えて おど/ \ し 



ている と、 高 松さん は 娘の 襟髪 をつ かみました。 

「怪しからん 奴 だ。 こんな もの を 何う して 持って いる _ 

さあ、 来い ご 

内へ 引摺 つて 来て、 高 松さん は 厳重に 吟味 を はじめ 

ました。 お 近さん は 強情に 黙って いたが、 それでお 父 

さんが 免す 害がない。 弟の 勘 次郎を 呼んで、 姉の 葛籠 

を あらためて 見ろ という。 もう 斯うな つて は 運の 尽き 

で、 お 近さん の 秘密 はみ な 暴露して しまいました。 な 

にしろ その 写本が あわせて 十二 冊 も あるので、 高 松 さ 

んも 一 時 は 呆れる ばかりで したが、 やがて 両の拳 を 握 

りつめ ながら、 むすめの 顔 を 睨みつ けました。 



「いや、 これで 判った。 三 島の 屋敷から 不意に 暇 を 出 

された の も、 こういう 不埒が あるから だ。 女の 身と し 

て、 まして 武家の 女の 身と して、 かような 猥な 書物 を 

手に するな どと は、 呆れ返った 奴 だ ご 

さんぐ 叱り付けた 上で、 高 松さん は 弟に 云いつ け 

て、 その 写本 全部 を 庭 さきで 焼き捨てさせました。 お 

近さん が 丹精した 「春色 梅 ごよ み」 十二 冊 は、 炎天の 

下で 白い 灰になって しまった のです。 お 近さん は 縁側 

に 手 をつ いたま、 で 黙って いました が、 それが みんな 

灰になって ゆく の を 見た ときには、 涙 を ほろ/ \ とこ 

ぼした そうです。 それ を 横 眼に 睨んで、 お父さん は 又 



るのと、 今夜 は 悪く 蒸 暑い のとで、 高 松さん は 夜の ふ 

ける まで 眠られずに いると、 裏口の 雨戸 を こじ 明ける 

ような 音が きこえた ので、 もしゃ 賊 でも 這 入った のか 

と、 すぐに 蚊帳 をく y つて 出て、 長 押に かけて ある 手 

槍の 鞘 を 払って、 台所の 方へ 出て みると、 一 つの 黒い 

影が 今や 雨戸 を あけて 出ようと すると ころでした。 生 

憎に 今夜 は 暗い 晚で その 姿 もよ く は 判らない が、 兎 も 

かく も 台所の 広い 土間から 表へ 出て ゆく 影 だけ は 見え 

たので、 高 松さん はう しろから 声をかけました。 

「誰 だ ご 

相手 はなん にも 返事 もしないで、 土間に 積んで ある 



でも 入門の 順で 天神 机 を 列べ させる ことにな つていた 

そうです。 

一 体、 町家の 子ども は 町の 師匠に 通う のが 普通です 

が、 下町と 違って 山の手に は 町の 師匠が 少 いという 事 

情 も ぁリ、 たとい その 師匠が あっても、 御屋敷へ 稽古 

に 通わせる 方が 行儀が よくなる と 云って、 わざ/ \武 

家の 指南 所へ 通わせる 親 達 も ある。 痩せても 枯れても 

旗本の 殿様 や 奥様が 涎れ くりの 世話を焼いて くれて、 

しかも それが 無月 謝と いうの だから 有難い わけです。 

その代りに 仕 付 方 はすこし 厳しい。 なにしろ 御 師匠 さ 

ま は 刀 を さしてい るの だから 怖い。 それが また 当人の 



う 今年 十二になる 男の児が 三 河 屋綱吉 という 同い年の 

児の 強飯の なかへ 自分の 箸 を 突っ込んだ。 それが 暄曄 

の はじまりで、 ふたりが とう/ \ 組 討になる と、 健 次 

郎の 方に も 四 五 人、 綱吉の 方に も 三 四 人の 加勢が 出て、 

畳の 上で どたばた という 大騒ぎが 始まりました。 

健次郎 はこの 近所に 屋敷 を 持って いる 百 石 取りの 小 

さい 旗本の 枠で、 綱吉は 三河屋 という 米屋の 枠です。 

師匠 はふ だんから 分け隔ての ないように 教えて いても、 

屋敷の 子と 町家の 子との あいだに は 自然に 隔てが ある。 

さあ 暄嘩 という ことになると、 武家の 子 は 武家 方、 町 

家の 子 は 町家 方、 たがいに 党 を 組んで いがみ 合うよう 



になります。 きょう も 健 次郎の 方に は 武家の 子どもが 

加勢す る。 綱吉の 方に は 町家の 子どもが 味方 するとい 

うわけ で、 奥さん や 女中が 制しても なかく 鎮まらな 

い。 そのうちに 健 次郎を はじめ、 武家の 子供た ちが 木 

刀 をぬ きました。 子供です から 木刀 を さしてい る。 そ 

れを 抜いて 振り まわそう とする の を 見て、 師匠の 巿川 

さん ももう 捨て置かれ なくなりました。 

「これ、 鎮まれ、 鎮まれ。 騒ぐな ご 

いつもな らば 叱られて 素直に 鎮まる のです が、 きょ 

うはお 祭で 気が 昂 つてい るの か、 どっち もなか/ \鎮 

まらない。 巿 川さん は 壁に かけて あるたん ぼ 〔# 「た 



にお 目に か、 りたい と 云い 込みました。 黒 鍬 組 は 円 通 

寺の 坂 下にありまして、 御家人の なかで も 小身 者が 多 

かった のです。 巿 川さん は 兎 も かく も 二百 五十石の 旗 

本、 まるで 格式が 違います。 殊に 大 塚の 枠 孫次郎 はや 

はりこ、 の 屋敷へ 稽古に 通って いるので すから、 大塚 

は 一 層 丁寧に 挨拶し ました。 さて 一 通りの 挨拶が 済ん 

で、 それから 大塚 はこん な こと を 云い 出しました。 

「 せ が れ孫 次郎め は 親 ども の 仕 付 方が 行き と > きませ 

ぬので、 御覧の 通りの 不行儀 者、 さだめて お 目にあ ま 

る こと も 数々 であろうと 存じまして、 甚だ 赤面の 次第 

で.》 j ざり ます。」 



のです。 それや これ やで、 大 塚は巿 川さん の 説明 を 素 

直に 受け入れる ことが 出来ない。 仕舞に はだん/ \ に 

いやみ 

忌 味 を 云い 出して、 当世 は 武士より 町人の 方が 幅の き 

く 世の中で あるから、 せいぐ 町人の 御機嫌 を 取る 方 

ほの 

がよ かろうと 云うよう な こと を 仄めかし たので、 巿川 

さん は 立腹し ました。 

くどく も 云うよう です が、 黒 鍬と いうの は 御家人の 

うちで も 身分の 低い 方で、 人柄 も あまりよ くないの が 

随分 ありました。 大 塚な ども その 一 人で、 表面 は どこ 

まで も 下手に 出て いながら、 真綿で 針 を 包んだ ように 

ちくり/ \ と 遣ります から、 正直な 巿 川さん はすつ か 



ません が、 何 かの ついでに は 其 話 をして、 巿 川の 仕 付 

方 はどう も 面白くな いと 云うよう な 不満 を洩 すので、 

それが 自然に 伝わって、 武家の 子ども はだんく に 減 

るば かり。 二月 三月の 後に は、 巿 川さん と 特別に 懇意 

にして いる 屋敷の 子が 二三 人 通って 来る だけで、 その 

他の 弟子 はみ な 町家の 子に なって しまいました。 なん 

と 云っても 武家の 師匠です から、 武家の 子どもが スト 

ライ キを 遣って、 町家の 子供ば かりが 通って 来る ので 

は 少し 困ります。 それでも 巿 川さん は 無頓着に 稽古 を 

つ 、v けて いました。 

一 ッ木辺 は 近年 あんなに 繁華に なり ましたが、 昔 は 



きません。 殊にき ようは 天気が い、 ので、 稽古の 帰り 

に 遊んで いる。 その なかには 三河屋 の綱吉 もい ました。 

ほかに もこの 間の 暄嘩 仲間が 一 一人 ほど まじ つ てい まし 

た。 

この 子供た ちが 余念 もな しに 遊んで いると、 竹 藪の 

奥から 五六 人の子 供が 出て 来ました。 どれ もみな 手拭 

で 顔 をつ、 んで、 その上に 剣術の 面 をつ けて いるので、 

人相 は 鳥渡 わからない。 それが 木刀 や 竹刀 を 持って 飛 

び 出して 来て、 町家の 子供達 をめ ちゃ/ \ になぐ り 付 

けました。 そのな かで も 三 河屋の 綱吉は 第一に 目指さ 

れて、 殆ど 正気 をう しなう ほどに 打ち据えられて しま 



ると、 三 河屋の 綱吉が 一番 ひどい 怪我 をして 顔 一面に 

腫れ あがって いる。 次 は 伊丹 屋 という 酒屋の 枠で、 こ 

れも 半死半生 になって いる。 その他 は 幸いに 差した る 

ことで もない ので、 それ，^ に 手当 をして 送り 帰し ま 

したが、 三 河屋と 伊丹 屋 から は 釣 台 をよ こして 子供 を 

引取って ゆく という 始末。 どちらの 親た ち も 工面が 好 

いので、 出来るだけの 手当 をした のです が、 やはり 運 

が 無い とみえて、 三 河 屋の枠 は それから 二日 目の 朝、 

伊丹 屋の せがれ は 三日 目の 晚に、 いずれも 息 を 引取つ 

てし まいました。 

さあ、 そうなる と 事が 面倒です。 いくら 子供 だから 



いき 

云いました。 清吉は 今年 十九で、 色の 白い、 細面の 粋 

な 男で、 こういう 商売の 息子に はお あつらえ 向きに 出 

き 19 からだ 

来 上って いたんで すが、 唯一 つの 瑕と いうの は 身体に 

ほりもの 

剌青 のない ことでした。 なぜと いうのに、 この 男 は 子 

供のと きから 身体が 弱く つて、 絶えず 医者と 薬の 御 厄 

介に なって いたので、 両親 も 所詮 こ、 の 家の 商売 は 出 

来まい と 諦めて、 子供の 時から 方々 へ 奉公に 出した。 

が、 どうも 斯うい う 道楽 稼業の 家に 育った ものに は、 

堅気の 奉公 は 出来に くいものと 見えて、 どこへ 行って 

も 辛抱が つ ^ かず、 十四 五の 時から 家へ 帰って 清 元の 

お 稽古 かなん かして、 唯ぶ らく 遊んで いるう ちに、 



わると 昔から きま つ てい るんだ から、 どうに も 仕様が 

Ait- ヽ o 

な レ 

ほりもの いき 

背中 一面の 刺青 をみ て、 威勢が 好い とか 粋 だと かい 

う 人 は、 その 威勢の 好い 男 や 粋な 大哥 になる までの 苦 

しみ を 十分に 察して やらなければ なりません。 同じく 

生身 を いじめる ので も、 灸を 据える のと は 少し 訳が 違 

います。 第一 に 非常に 金が かゝ る。 時間が かゝ る。 銭 

の 二百 や 三百 持って行 つたって、 物の 一寸と 彫って く 

れる ものではありません。 又、 どんなに 金 を 積んだ か 

らと 云って、 一度に 八寸も 一尺 も 彫れる 訳の もので は 

ありません。 そんな 乱暴な こと を すれば、 忽ちに 大熱 



を 発して 死んで しまう と 伝えられて いるので す。 要す 

るに 少しずつ 根気よ く 彫って 行く のが 法で、 いくら 

焦っても 急いでも、 半月 や 一 月で 倶利迦 羅紋々 の 立派 

な阿哥 さんが 無造作に 出来 上る という わけに も 行かな 

いのです。 

刺青 師は 無数の 細い 針 を 束ねた 一 種の 籐 のよう な 

もの を 用いて、 しずかに 叮嚀に 人の 肉 を 突き刺して、 

これに 墨 や 朱 を だん/ \ に 注して 行く のです が、 朱 を 

注す の は 非常の 痛みで、 大抵の 強情 我慢の 荒 くれ 男で 

も、 朱 入りの 剌青を 仕上げる までに は、 鬼の 眼から 涙 

こま 

を 幾た びか 零す と 云います。 しかも 大抵の 人 は 中途で 



き つ 

屹と 多少の 熱が 出て、 飯 も 食えない ような 半病人に な 

る。 こんな 苦しみ を 幾 月 か 辛抱し 通して、 こ、 に 初め 

て 一人前の 江戸っ子になる のです から、 どうして 中々 

のこと ではありません。 

こんな わけ だから、 生きた 身体に 刺青な どと 云う こ 

と は、 とても 虚弱な 人間ので きる 芸 ではない。 清吉も 

近来 はよ ほど 丈夫に なった と 人 も 云い、 自分 もそう 信 

かよわ 

じている のです が、 土台の 体格が 孱 弱く出来て いるの 

とて あらぎょう 

ですから、 迚も 刺青な どと いう 荒行 の 出来る 身体で 

はない。 勿論、 方々 の&師 にも 診て 貰った が、 どこで 

も 申 合わした ように、 お前の からだに は 決して 剌 青な 



店に 転がって いる 大勢の 若い者 は、 みんな その 背中 

を 墨 や 朱で 綺麗に 彩色して いる。 ある 者 は 雲に 竜 を 

彫って ある。 ある 者 は 巖に虎 を 彫って いる。 ある 者 は 

義経を 背負って いる。 ある 者 は 弁慶 を 背負って いる。 

ある 者 は 天狗 を 描いて いる。 ある 者 は 美人 を 描いて い 

る。 こういう のが 沢山 ごろ/^ している なかで、 大哥 

と 呼ばれる 清吉 ひとりが、 生れた まゝの 生白い 肌 を 晒 

している と 云う の は、 幅の 利かない ことおび た、 V しい。 

若い者 だから 無理はありません。 清吉は ひとに 内証で 

涙 を 拭いて いる こと もあった そうです。 

この 初 島の 近処に 梅の 井と か いう 料理 茶屋が あ つ て、 



その 梅の 井の 門口で 酔っ払いが 二三 人で 喧嘩 を 始めた 

ところへ、 丁度に 彼の 清吉 が通リ あわせて、 見ても い 

られ ないから 留 男に 這 入る と、 相手 は 酔って いるので 

何 かぐず/ \ 云った ので、 清 吉も癩 に 障って 肌 をぬ い 

だ。 すると、 相手 はせ、 ら 笑って、 「へん、 刺青 もね え 

癖に、 乙う 大！^ ぶ つ て 肌 をぬ ぐな ごと か、 なんとか 云つ 

たそうです。 

それ を 聞く と 清 吉は赫 となって、 まるで 気ち がいの 

ようになって、 穿いて いる 下駄 を 把って 相手 を滅 

茶々々 になぐ り 付けた ので、 相手 も 少し 気 を 呑まれた 

のでしょう、 おまけに 酔って いるから 迚も かなわない。 



勿論、 清吉が 堅気の 人で したら、 刺青の ない と 云う 

こと も 別に 問題に もなら ず、 お金 もなん とも 思わな 

かった のでし ようが、 相手が 駕籠 屋の 息子 だけに どう 

ちと 

も 困りました。 お金のお ふくろ も 固より 悪気で 云った 

わけで はない、 ゆく/ \ は 自分の 娘の 婿に なろうと い 

う 人 を 嘲弄す るよう な 料簡で 云った ので はない、 なん 

の 気 も 無しに 口が 滑った だけの ことで、 それ はお 金 も 

よく 知ってい たのです が、 それでも なんだか ロ惜 いよ 

うな、 きまりが 悪い ような、 自分の 男と 自分と が 同時 

に 嘲弄され たように 感じられ たのです。 それ もお とな 



分の 惚れて いる 女に 「剌 青がない ご と 云われた の は、 

やきがね 

胸に 焼 鉄と 云おう か、 眼の なかに 錐と 云おう か、 兎に 

かくに 清吉 にと つ て は 急処を 突かれた ような 痛み を感 

じました。 

お金のお ふくろ は清吉 やお 金 を 嘲弄す るつ もりで 

云った のではなかった が、 お金の 耳に は それが 一種の 

嘲弄の ようにき こえる。 お金 も 亦、 清吉を 侮辱す るつ 

もりで は 無かった のです が、 清吉の 身に は それが 嘲弄 

のように 感じられる。 つまり は 感情の ゆき 違いと 云つ 

さ の ぼ 

たような わけで、 左ら でも 逆上せて いる 清吉 はい 

よ/ \赫 となりました。 そうなる と 男 は 気が 早い。 物 



うち 

「清ち やん、 なんだ つて 家の 娘 を こんな ひどい 目に 逢 

ほりもの 

わせたん だえ。 刺青が 無い から 無い と 云った のが どう 

したんだ。 お前さん はなん と 思って いるか 知らないが、 

これ は あたしの 大事の 娘なん だよ。 指で も 差す と 承知 

しないから …… 。 巫山戯た 真似 をお しでない よご 

お金と 清吉 との 関係 を 万々 承知で は ある けれども、 

自分の 見る 前で 可愛い 娘 を こんな 目に 逢わされて は、 

母の 身と して 堪忍が できない。 こっち も 江戸っ子で、 

料理 茶屋のお かみさんです。 腹立ち まぎれに 頭から 

こきおろ 

罵倒す ように 怒鳴り付け たから、 いよ/ \ 事件 は 面倒 

になって 来ました。 清吉も 黙って はいられない。 



方で も 焦れ つたくな つ て 来た。 

「お前さんの ような 唐人 を 相手に しちや あいられ ない。 

なにしろ、 お金 は あたしの 娘なん だからね。 当人 同士 

どんな 約束が あるか 知らないが、 お金 を 貰いた けり や 

あその 背中へ 立派に 剌青 をして おいでよ ご 

おふくろ は勝鬨 のよう な 笑い声 を 残して、 奥へ ず 

ん/^ 這 入って しまう と、 お金 はなん にも 云わずに、 

っゾ いて 行って しまった。 取 残された 清吉 は身顫 いす 

る ほどに ロ惜 がりました。 

「うぬ、 今に 見ろ ご 

その 足です ぐに 龃け 込んだ のが 源 七老緞 さんの 家で 



は 判らない。 これに は 清 吉も些 と 困った。 

「味淋 の 気があっても 不可ません かご 

「不可ません。 すこしで も 酔って いるよう な 気がある 

と、 墨 は みんな 散って しまいます ご 

刺青 師が 無分別の 若者 を 扱う に は、 いつも 此の 手 を 

用いる の だそう です。 この 論法で、 きょう も 不可ない、 

あした も 不可ない と 云って、 二度 も 三度 も 追い返す と、 

しまいに は 相手 も 飽きて、 来なくなる。 それでも 強情 

に 押 掛けて くる 奴に は、 先ず 筋 彫り をす ると 云って、 

人物 や 花鳥の 輪廓 を 太い線で 描く。 その場合には わざ 

と 太い 針 を 用いて、 精々 痛む ようにち くり/ \ と 肉 を 



剌 すから 堪らない。 大抵の もの は 泣いて しまいます。 

縦 令ば 歯 を 食い 縛って 堪えても、 身体の 方が 承知し な 

いで、 きっと 熱が 発る、 五六 日 は 苦しむ。 これで 大抵 

の もの は 降参して しまう のです。 源 七 もこの 流儀で、 

味淋の 気がある を 口実に して、 一 旦は 先ず 体よ く清吉 

を 追い返し たのです が、 なか/ \ この 位の ことで 諦め 

るので はない。 あくる 日 も その 明くる日 も 毎日 毎日 根 

よく 押 掛けて 来る ので、 源 七 老爺さん も 仕舞に は 根 負 

け をして しまって、 それほど 執心なら ば 兎 も かく も 

彫 つ てみ ましょう という 事に なりました。 

そこで 源 七 は 先ず 筋 彫りに か、 つた。 一 * なに を 彫 



祭に 踊 屋台に 出た。 それが 右の 「嵯峨 や 御室」 で、 お 

金 は 滝 夜叉 を 勤めて 大層 評判が 好かった の だそう です。 

そう 云う 因縁が あるので、 清吉は 自分の 背中に も 是非 

その 滝 夜叉 を 彫って 貰いたい と 望んだ わけでした。 

源 七 もい よ/ \根 負けが して、 まあなんでも 可い、 

当人の 註文 通りに 滝 夜叉で も 光国で も 彫る ことにして、 

例の 筋 彫りで 懲りさして しまおうと 云う 料簡で、 先ず 

下絵に 取り か、 りました。 それから 例の 太い 針で ちく 

リ くと 突つ 付き はじめた が、 清 吉は眼 を 瞑って、 歯 

を 食いし ばって、 じっと 我慢 をして いる。 痛む かと 訊 

いても、 痛くない と 答える。 それでも 元来 無理な 仕事 



をす るので すから、 強情 や 我慢ば かりで 押 通せる 訳の 

ものではありません。 半月 も 立たない うちに 幾度 も ひ 

どい 熱が 出て、 清吉は 殆ど 半病人の ようにな つてし 

まった が、 それでも 根よ く 通って 来ました。 

当人の 親た ち も 大変 心配して、 そんな 無理 をす ると 

身体に 障る だろうと、 たび- (^意見 をした のです が、 

清吉 はどうしても 肯 かない。 例の 通り、 死んでも かま 

まわ リ 

わない と 強情 を 張り 通して いるの だから、 周囲の 者 も 

手 を 付ける ことが 出来ない。 親た ち も 店の 者 もた ゾ心 

配しながら 日 を 送って いるう ちに、 清吉 はだん/ \ に 

弱って 来ました。 顔の 色 は 真 蒼に なって、 今年 十九の 



若い者が 杖 をつ いて 歩く ようになった。 それでも 毎日 

か、 さず 通って 来る ので、 源 七 は その 強情に おどろく 

と 云う よりも、 なんだか 可哀 そうにな つて 来ました。 

この 上に つ y けて 彫って いれば、 どうしても 死ぬ より 

ほか はない。 最初から もう 一月の 余になる が、 滝 夜叉 

の 全身の 筋 彫りが ようく 出来 上った ぐらいの もので、 

これから 光国の 筋 彫り を 済まして、 更に 本当の 色 ざし 

を 終る までに は、 幾日 かゝ るか 判った もので はない。 

清吉 がその 総 仕上げまで 生きて いられな いこと は 知れ 

きってい るので、 なんとかし てこ、 らで 思い切らした 

いもの だと、 源 七 も 色々 に 考えて いると、 なんでも 冬 



り 強情 を 張りませんでした。 

この 時に 清吉は 初めて 彼のお 金の 一 条を うちあけて、 

自分 はどうして もこの 身体に 刺青 をして、 梅の 井の 奴 

等に 見せて やろうと 思った の だが、 それ ももう 出来 そ 

う もない。 滝 夜叉 も 光国 も 出来 上らない うちに 死んで 

しまう らしい。 ついては 「嵯峨 や 御室」 の 方 を 中止し 

て、 左の 腕に 位牌、 右の 腕に 石塔 を 彫って 貰いたい と、 

や つれた 顔に 涙 を - /ぼ して 頼んだ そうです。 源 七 老爺 

さん も 「その 時には わたし も 泣かされました よご とわ 

たしに 話しました。 

どうで 死ぬ と 覚悟 をして いる 人の 頼み だから、 源 七 



雷 見舞 

六月の 末であった。 

梅雨の 晴間 をみ て、 二月ぶ りで 大久保 をたず ねる と、 

途中から 空の 色が また 怪しくな つて、 わたしが 向って 

ゆく 甲 州の 方角から 意地 わるく ごろ/ \ 云う 音が きこ 

え 出した。 どうしようかと 少し 躊躇した が、 大した こ 

とも あるまい と 多寡 をく、 つて、 その ま、 に 踏み出す 



こんな こと を 云って いるう ちに も、 雷 はかなり に 強 

く 鳴って 通った。 その 一 つ は 近所へ 落ちたら しかった。 

老女 は 白い 顔 を 真 蒼に そめ 換えて、 殆ど わたしのから 

だ へ 倒れ か、 るよう に 倚り か、 つ て 眼 をと じていた。 

雷の 嫌いな 女、 それ はめず らしく もない ので、 わたし 

はた y 気の毒に 思った ばかりであった。 実は わたし 自 

身 も あまり 雷 は 好きで ない ので、 い、 加減に 通り過ぎ 

て くれ、 ばい、 と 内心 ひそかに 祈って いると、 雨 は 幸 

いに 三十 分 を 過ぎない うちに 小 降りに なって、 雷の 音 

も だんく に 東の 空へ 遠ざかつ たので、 気の 早い 人達 

は そろく 動き はじめた。 わたし もやが て 空 をみ なが 



ら 歩き 出す と、 老女 もつ、 V いて 出て 来た。 かれ も 小さ 

こ-つちり 

い 洋傘 を 持って いた。 

構外へ 出る と、 雲の 剝 げた 隙間から 青い 空の 色が と 

ころぐ に 洩れて、 路ば たの 草の 露 も 明るく 光って い 

た。 わたし も 他の 人達と あと や 先にな つて、 雨 あがり 

くるま 

の路 をた どって ゆく と、 一台の 人車が わたしたち を 乗 

リ 越して 通り過ぎた。 雨 ももう 止んで、 その 車に は幌 

がお ろして なかった ので、 車上の 人が 彼の 老女で ある 

こと はすぐ に 判った。 老女 はわた しに 黙礼 をして 通つ 

た。 

うち 

三 浦 老人の 家 は 往来 筋に あたって いないので、 その 



横町へ まがる 時には、 もう 私と 一緒に あるいて いる 人 

はなかった。 往来が 少 いだけ に、 横町 は 殊に 路が悪 

かった。 そのぬ かるみ を 注意して 飛び 渡りながら、 ふ 

と 向う をみ ると、 丁度 彼の 家の 門前から 一 台の 空車が 

引返して 来る ところであった。 客 はもう 門 をく、 V つて 

しまったので、 そのうし ろ 姿 もみえなかった が、 車夫 

の 顔に は 見 おぼえが あった。 かれは 彼の 老女 をのせ て 

来た 者に 相違なかった。 

あの 女 も 三 浦 老人の 家へ 来たの か。 

ちょ つ と 

わたし は 鳥渡 不思議な ように も 感じた。 停車場で 一 

緒に 雨 やどり をして、 たとい 一 言で も 挨拶した 女が、 



やはり 同じ 家 をたず ねて ゆく 人で あろうと は 思わな 

かった。 勿論 そんな 偶然 はあり 勝の ことで はあろう が、 

この場合、 かれと 我との あいだに 何 か 一種の 糸が 繫 

がって、 V もい るよう に 思われな いこと もなかった。 か 

れ はどうい う 人であろう かと、 私 は あるきながら 想像 

した。 かれは 老人の 親戚であろう か、 知人の 細君 か 未 

亡 人であろう か。 それとも —— 老人が むかしの 恋人で 

は あるまい か —— 斯う かんがえて 来たと きに、 わたし 

あざけ 

は 思わず 微笑して 自分の 空想 を 嘲 つた。 

いずれにしても、 来客の あると ころへ 押 掛けて ゆく 

の は 良くない。 いっそ 引返そうかと も 思った が、 雨に 



ふり 籠め られ、 雷に おびやかされ、 ぬかるみ を迪 つて 

こ、 まで 来た こと を 考える と、 このま、 空しく 帰る 気 

にも なれなかった ので、 わたし は 邪魔 をす るの を 承知 

の 上で、 思い切って その あとから 門 をく y る ことにし 

た。 雨 もやみ、 傘 を 持って いる にも拘らず、 停車場 か 

くるま 

ら 僅かの 路を 人車に 乗って くるよう では、 かの 老女 も 

あまり 生活に 困らない 人であろう などと、 わたし は 又 

想像した。 

門 を 這 入って 案内 を 求める と、 おなじみの 老婢が 出 

て 来た。 いつも は 笑って 私 を 迎える 彼女が、 きょうは 

少し 迷惑そう な 顔 をして、 その 返事に 躊躇して いるよ 



うに もみえ るので、 わたし は 今更に 後悔して、 やはり 

門前から 引返せば よか つたと 思 つ たが、 もう 何う する 

こと も 出来ない ので、 奥へ 取次ぎ に ゆく 彼女のう しろ 

姿 を 気の毒の ような 心 持で 見送って いると、 やがて 

彼女 は 再び 出て 来て、 いつもの 通りに わたし を 案内し 

た。 

「御用の お客様 じ やない のでし ようか。 お 邪魔の よう 

ならば 又う か、 V いますが …… ご と、 わたし は 遅 まきな 

がら 云った。 

「いいえ、 よろしい そうで ございます。 どうぞ。」 と、 

老婢は 先に 立って 行った。 



いつもの 座敷に は、 あるじの 老人と 客の 老女と が 向 

い 合って いた。 老女 はわた しの 顔 をみ て、 これ も 一種 

の 不思議 を 感じた ように 挨拶した。 停車場で 出逢った 

話 をき いて、 三 浦 老人 も 笑い出した。 

「は、 あ、 それ は 不思議な 御 縁でした ね。 むかしから 

雨宿り なぞと いう もの は 色々 の 縁 を ひく ものです よ。 

人情本なん ぞ にもよ くそん な 筋が あるじゃありません 

ゝ o _ 

力 」 

「それでも こんなお 婆さんで はねえ ご 

老女 は 声 を あげて 笑った。 年に も 似合わない 華やか 

な 声が わたしの 注意 を ひいた。 



さ つ さ 

「先刻 はまこと に 失礼 をいた しました ご と、 女 はか さ 

ねて 云った。 「わたくし はかみ なり 様が 大嫌いで、 ご 

ろ/^ と 云う とすぐ に 顔の 色が 変り ますく らいで、 若 

い ときには 夏の 来る のが 苦になりました。 それに、 当 

節と ちがいまして、 昔 はかみ なり 様が 随分 はげしく 鳴 

りました から、 まったく 半病人で 暮す 日が たび/ \ ご 

ざいました ご 

「ほんとうに お前さんの 雷 嫌い は 格別 だ ご と、 三浦老 

人 も 笑った。 「なにしろ、 それが ために 侍 ひと リを玉 

無しに したんだ からね ご 

「あ、、 もう その 話 は 止しましょう よご と、 女 は 顔 を 



が 私の 不祥で、 今更 何う にも 仕様がな いから、 わたし 

が 代理で 例のお しゃべ り をす る ことにしましょう よ。 

おまえさん も 係り 合 だから、 おとなし くこ、 に 坐って 

いて、 わたしの 話の 間違って いると ころが あったら、 

一 々そばから 直して ください、 逃げて はいけ ません 

よご 

いよ/^ 迷惑そう な 顔 をして いる 女 を そこに 坐ら せ 

て 置いて、 老人 はいつ もの 滑らかな 調子で 話し はじめ 

た。 

二 



若侍が うけたまわる ことにな つ て いました。 

ところで、 その 年の 夏 は 先ず 無事に 済んで いたので 

すが、 どういう 陽気の 加減 か、 その 年 は 十月の 末に 

はやて 

颶風の ような 風が ふき 出して、 石ころの ような 大きい 

とさ 

雹が 雨 まじりに 降る。 それと 一 緒に ひどい 雷が 一 時 あ 

まりも 鳴り ひ、 V いたので、 江戸 中の 者 もび つくりし ま 

した。 この 屋敷で もお どろき ました。 もう 大丈夫と 油 

断して いると、 この 大 雷が 不意に 鳴り 出した のです。 

殊に 時なら ぬ 雷と いうので すから、 猶 さらお 見舞 を 

怠って はならぬ と、 殿 さまの 御 指図 を 待つ まで もな く、 

屋敷から は 倉 田 大次郎 という 若侍 を 走らせて、 諸 越 花 



ちがい ますから、 電話 を かけて 急に 呼び戻す という わ 

けに は 行かない ので、 よん どころ なく 自分が 引受けて 

出る ことにな りました。 大次郎 も 侍です から、 雷が 怖 

いと 云って 役目 を 辞退す る こと は 出来ません。 風が 吹 

く、 雨が ふる、 雹が 降る、 雷が 鳴る、 実に さんん \ な 

天気の 真 最中に、 大次郎 は 駕籠での リ 出しました。 本 

人に 取って は、 羅生門に 向う 渡 辺 綱よりも 大役でした。 

屋敷 を 出た の は、 夕 七つ (午後 四時) 少し 前で、 雨 

風 はま だ やまない。 ときん \ に 大きい 稲妻が 飛んで、 

大地 も ゆれる ような 雷が なり はためく。 駕籠の なかに 

いる 大次郎 はもう 生きて いる 心地 もない くらいで、 眼 



ように 転げ 出して、 その 二階へ 龃 けあがりました。 駕 

籠に 乗った 侍が 飛び込んで 来たので すから、 そこの 家 

でも 疎略に は あっかいません。 女中 共 もす ぐに 出て 来 

て、 お世辞たら/ \ で 御 注文 を うけたまわろ うとして 

も、 客 は 真 蒼に なって 座敷の まん 中に 俯伏して いて、 

しばらく は 何にも 云いません。 急病人 かと 思って 一 旦 

はお どろいた が、 雷が 怖い ので 逃げ込んで 来たと いう 

ことが 判って、 家で も 気 をき かして 時候 はずれの 蚊帳 

を 吊って くれる。 線香 を 焚いて くれる。 これで 大次郎 

もす こし 人 ごこち が 付きました。 そのうちに 雷の 方 も 

すこし 収まって 来たので、 大次郎 もい よく ほっとし 



はありません。 その 女に も 祝儀 を 遣って、 冗談の 一 つ 

二つ も 云って いるう ちに、 雨風 も だん/ \ に 静まって 

雷の 音 も 遠くな りました から、 大次郎 はいよ く 元気 

がよくな りました。 相手 も 鳥渡 踏める ような 御面相の 

女で、 頻りに ちゃほやと 御世辞 をい う。 それに 釣り込 

まれて 飲んで いるう ちに、 大次郎 もよ ほど 酔が まわつ 

て 来ました。 しかし 生 酔 本性 違わず で、 雷 見舞の 役目 

のこと が 胸に あります から、 大次郎 も あま リ 落ちつい 

て 御神輿 を 据えて いる わけに は 行きません。 好い加減 

に 切 りあげて 帰ろうと すると、 女 はなん とか 彼と か 

云 つ て 頻りに ひき 止めました。 



「存じない こと はない。 探して くれ ご 

「でも、 存じません もの。 あなた、 お 屋敷へ お忘れに 

なった のじゃありません かご 

「馬鹿 をい え。 侍が 丸腰で 屋敷 を 出られる か。 たしか 

に 何処かに あるに 相違ない。 早く 出して くれ ご 

女 は 年 こそ 若い が、 なかく 人 を 食った 奴で、 こつ 

ちが 焦れる ほどい よ/ \ 落ちつき 払って、 平気に かま 

えてい るので す。 小面が 憎い と 思う けれど、 こ ゝで暄 

嘩も 出来ない。 淫売 屋 というな かに も、 こ、 の 家 はよ 

ほど 風の わるい 家で、 大次郎 の 足 どめに 大小 を 隠して 

しまった らしい。 いよく 憎い 奴 だと 思う もの \ 



こゝ へ 飛び込んで 来たと き は 半分 夢中であった ので、 

い つ 何う して 大小 を 取り あげられた のか 些とも 覚えが 

ない。 こうなる と 水かけ論で、 いつまで 押 問答 をして 

いても 果てしが 付かない ことになるので、 大次郎 も 困 

りました。 

勿論、 たしかに 隠して あるに 相違ない のです から、 

表向きに すれば 取 返す 方法がない こと はない。 町内の 

自身番へ 行って、 その 次第 をと- V けて 出れば、 こ、 の 

家の 者 ども は 詮議 をう けなければ ならない。 武士が 大 

小 を さ、 ずに 来たな どと いうの は、 常識から 考えても 

有りそう もない ことです から、 こ、 の 家で 隠した と 云 



色々 にたの みました が、 相手 は飽 まで も シラを 切って 

いるので す。 年の わかい 大次郎 はだん/ \ に 焦れ 込ん 

で 来ました。 

「では、 どうしても 返して くれない かご 

「でも、 無い もの を 無理じゃありません かご 

「無理で もい、 から 返して くれ ご 

「まあ、 ゆっくりして いらっしゃいよ。 そのうちに は 

又 どっかから 出て 来ない とも 限りません から ご 

「それ、 みろ。 おまえが 隠した のじ やない かご 

「だって、 あなたが あんまり 強情 だから さ。 あなたが 

わたしの 云う こと を肯 いて くれなければ、 わたしの 方 



でも あなたの 云う こと を肯 きません よ。 そこが、 それ 

魚 心に 水心と か 云 うんじゃありません かご 

「だから、 また 出直して くる。 きょうは 堪忍して くれ _ 

もう 七つ を 過ぎて いる。 おれ は 急いで 行かなければ な 

らな いご 

「七つ 過ぎに は 行かねば ならぬ —— へん、 きまり 文句 

です ね ご 

大次郎 はいよ く 焦れて 来ました。 

「これ、 どうしても 返さない かご 

「返しません。 あなたが 云う こと を肯 かなければ… 

…ご 



云い かけて、 女 はき やっと 云って 倒れました。 そこ 

にあった 徳利で 眉間 をぶ ち 割られた のです。 大次郎 は 

徳利 を 持 つた ま、 で 突つ 立ちました。 

「さあ、 どこに 隠して ある。 案内し ろご 

女の 悲鳴 をき いて、 下から 亭主 や 料理番 や、 ほかに 

三 四 人の 男 どもが 龃け あが つ て 来ました。 どうで こん 

うち 

な 家です から、 亭主 は ごろつきの ような 奴で、 丁度 仲 

間の 木 葉 ごろが あつまつ て 奥で 手 なぐさみ をして いる 

ところで したから、 すぐに どや/^ と龃 けつけ て 来た 

のです。 来て みると、 この 始末です から 承知し ません。 

大事の 玉 を 疵物に されて は、 侍で もなんでも 容赦 は 出 



来ない。 取つ 捉まえて 自身番へ 突き出せと、 腕 まくり 

をして 摑 みか、 る。 それ を 突き倒して 次の間へ 飛び出 

すと、 そこに は 夜具で も 入れて あるら しい 押入れが あ 

る。 もしゃと 思って 明けて 見る と、 果して 自分の 大小 

が 夜具の あいだに 押 込んで ありました。 手早く ひき 摺 

り 出して 腰に さすと、 又う しろから 摑み 付く 奴が ある _ 

なにしろ 多勢に 無勢です し、 こっち も 少し 逆上せて い 

ますから、 もうなん の 考え もありません。 大次 郎は摑 

みつく 奴 を 力ま かせに 蹴 放して、 また 寄って 来ようと 

すると ころ を 抜 撃ちに 斬りました。 

「わ あ、 人殺し だ ご 



騒ぎ まわる 奴等 をつ y いて 二三 人斬り 倒して、 大次 

郎は 二階から かけ 降りました。 

びっくり している 駕籠 屋に むかって、 大次郎 は 叱る 

ように 云いました。 

「いそいで 吉原 へやれ。」 

駕籠 屋も 夢中で かつぎ 出しました。 

「実に 飛んだ ことにな つた ものです よご と、 三 浦 老人 

はため 息をついた。 「大 次郎 という 人 は その 足で 吉原 

へ 飛んで 行って、 諸 越 花魁に 逢って、 式の ごとくに 雷 

見舞の 口上 をのべ て 帰りました。 帰った だけなら ば 



けれど、 矢 はりそう も 参りません。 わたくし 共の よう 

に 年を取り ますと、 近い こと も 遠い こと もみん な 一緒 

に 忘れて しまいます。 なにしろもう 六十に なり ますん 

です もの、 そろ/^ 耄碌し ましても 致 方が ございませ 

ん。 唯 そのな かで、 今でも はっきり 覚えて 居りまして 

雨の ふる 寂しい 晚 などに 其 時の こと を 考え出し ますと 

なんだか ぞっとす るよう な ことが 唯った 一 つ ございま 

す。 はい、 それ を 話せと 仰し や るんで すか。 なんだか 

忌な お 話です けれども、 まあ、 わたくしの 懺悔ながら 

に、 これから ぼつく お話し 申しましょう か。 

ラま 

それ は 安政 五 年 —— 午年の ことで ございます。 わた 



くし は 丁度 十八で、 小石 川 巣 鴨 町の 大久保 式部 少輔様 

のお 屋敷に 御 奉公に 上って おりました。 お 高 は 二 千 三 

百 石と 申す のです から、 御 旗本の なかで も歴々 の 御大 

身で) J ざ いました。 今のお 若 い 方々 はよ く 御存じ で) J 

ざいます まいが、 千 石 以上のお 屋敷と なります と、 そ 

れは それ は 御 富貴な もので、 御 家来に も 用人、 給 人、 

中小 姓、 若党、 中間の たぐいが 幾人 も 居ります。 女の 

奉公人に も 奥勤め も あれば、 表 勤め も あり、 お 台所 勤 

め もあって、 それ も 大勢 居りました。 わたくし は 十六 

の 春から 奥勤めに あがりまして、 あしかけ 三年の あい 

だ 先ず 粗相 も 無しに 勤め 通して 居りました。 



安政 午年 —— 御 承知の 通り、 大コ ロリの 流行った 怖 

ろしい 年で ございました。 併し それ は 重に 下町の こと 

で、 山の手の 方に は 割合に 病人 も少 のう ございました 

から、 お 屋敷 勤めの わたくし 共 は その 怖ろ しい 噂 を 聞 

きます だけで、 そんなに 怯える ほど の こと も) J ざい ま 

せんでした。 勿論、 八月の 朔 日から 九月の 末までに、 

江戸 中で 二 万 八 千 人 も 死んだ と 云う ので ございま すか 

ら、 その 噂 だけで も 実に 大変で、 さすがの 江戸 も 一時 

は 火の 消えた ように 寂しくな りました。 そう 云う わけ 

でございますから、 その 十一月に は 例年の 通 リ猿若 町 

の 三 芝居に 役者の 入替リ はあり ましたが、 顔 見 世 狂言 



なかった ので ございます。 

芳桂院 様 は 四月の 末にお なくなり 遊ばして、 目 黒の 

あき 

方 はしば らく 空 屋敷に なって 居り ましたが、 その 八月 

の 末 頃から 奥様が 一 時お 引 移りと いう ことにな り まし 

た。 それ は 例の コロリ がだん/ \ に本郷 小石 川の 方へ 

も 拡がって まいりました ので、 今日で 申せば 転地と い 

おし も 

うような 訳で、 御 下屋敷の 方へ お逃げに なった ので ご 

ざいます。 その 当時、 目 黒の 辺 はまる で 片田舎の よう 

で ござ いました から、 流石 の おそろしい 流行病 も そ， J 

まで は 追 掛けて 来なかった ので ございます。 奥様に は 

お気に入りの 女中が 二人 附 いてまい りました。 それ は 



あさ 

お 朝と いう 今年 二十歳の 女と、 わたくしとの 二人で、 

さびしい 御 下屋敷 へ 参る の はなんだ か 島流しに で も 

逢った ような 心 持 も 致し ましたが、 御上 屋敷よりも 御 

下屋敷の 方が 御 奉公 もず つと 気楽で w J ざいます、 万事 

が 窮屈でありません。 もう 一 つに は、 例の コロリ の 噂 

を 聞かない だけ でも 心 持が ようご ざいます。 かたがた 

して、 わたくし 共 も 別に 厭 だと も 思わないで、 奥様の 

お供 をして まいりました。 御 下屋敷に は 以前から ぉ留 

守 居 をして いる 稲瀬 十兵衛 という 老人のお 侍 夫婦の ほ 

さよ 

かに、 お 竹と お 清と いう 二人の 女中が 居りました。 そ 

こへ わたくし 共が お供 をして 参った のです から、 御 下 



聞いて いらっしゃ るかの ように、 じっと 首をかしげて 

いらっしゃいました。 なにしろ、 あの 辺の ことで ござ 

いますし、 御 下屋敷の 方 は 御手 入れ も 自然 怠り 勝に 

なって 居ります ので、 お 庭に は 秋草が 沢山に しげって 

す-き ほの 

いて、 芒の 白い 花が ゆう 闇の なかに 仄かに 揺れて い 

たのが、 今でも わたくしの 眼に 残って おります。 

「町 や ご と、 奥様 はわた くしの 名 をお 呼びに なり まし 

た。 「朝 はどうし ています ご 

「わたくしと 入れ 替 つて、 お 風呂 を 頂いて 居ります ご 

奥様 はだ まって 首肯いて いらっしゃい ましたが、 や 

がて 低い 声で、 こう 仰 しゃいました。 



「町 や、 お前 は 浅 草に 知合いの 者が 多かろう。 踊の 師 

匠も識 つて いますね ご 

「はい、 存じて 居ります ご 

わたくし は 花 川 戸の 坂 東小翫 という 踊の 師匠に 七 年 

ほど も 通いまして、 それ を 云い 立てに 御 奉公に あがつ 

たくら いで) J ざいます から、 勿論 その 師匠 をよ く 存じ 

て 居ります。 師匠 はもう 四十 二三の 女で、 弟子 も 相当 

にご ざいました。 その 弟子のう ちに 巿川照 之 助と いう 

若い 役者の ある こと を、 わたくしから 奥様に お話し 申 

上げた こと も ございました。 奥様 は 今夜 それ を 不意に 

仰せ 出されまして、 お前 は その 照 之 助を識 つてい るか 



と 云う お訊ねで ございま したが、 実のところ、 わたく 

し は その 照 之 助 をよ く識ら ない ので ございます。 いえ 

舞台の 上で はたびく 見て 居ります けれども、 わたく 

しが 師匠 を さがる 少し 前から 稽古に 来た 人です し、 男 

と 女です から 沁々 と 口 を 聞いた こと もありません し、 

唯お たがいに 顔 を みれば 挨拶す るく らいの ことで、 同 

じ 師匠の 格子 をく、 V りながら も、 ほんの 他人行儀に 附 

き 合って いたので すから、 先方で はもう 忘れて いるか 

も 知れない くらいです。 で、 わたくし は 其 通りの こと 

を 申 上げます と、 奥様 は 黙って 少し 考えて いらっしゃ 

いました が、 又こう 仰 しゃいました。 



「お前 はよ く識ら ないでも、 その 師匠 は 照 之 助 をよ く 

識 つてい ましょうね ご 

「それ は 勿論の ことで ございます。」 

奥様 はわた くし を頤 でお 招きに なりまして、 御 自分 

の そばへ 近く 呼んで、 その 照 之 助に 一度 逢う こと は 出 

来まい かとい う 御 相談が ありました。 わたくし も 一時 

は 返事に 困って、 なんと 申 上げて よい か 判りませんで 

したが、 唯今と は 違いまして、 その 時分の 人間 は 主命 

と いう こと を 大変に 重い ものに 考えて 居りました のと 

あさはか 

わたくし もま だ 年が 若し、 根が 浅薄な 生れ 附 きで ご ざ 

いますの とで、 とう/ \ 其 役目 を 引受けて しまったの 



つま 

でございます。 約り わたしから 師匠の 小翫 にた のんで、 

師匠から 照 之 助に 話して 貰って、 照 之 助 を この 御下屋 

敷へ 呼ぼうと 云う ので ございます。 

おやま 

照 之 助と いうの は、 そのころ 二十 一二の 女形で、 二 

町 目 —— 巿村座 で ) J ざい ま す —— に 出 て居リ ましたが、 

年が 若 い のと 家柄が 無 いせいで ございましよう。 余り 

目立った 役 も 付きませんで、 いつもお 腰元 か 茶屋 娘ぐ 

らいが 関の山で したが、 この 盆 芝居の 時に どうして か、 

おなじお 腰元で も 少し 性根の ある 役が 付きまして、 そ 

の 美しい 舞台 顔が わたくしどもの 眼に 初めて はっきり 

と 映りました。 奥様 も 可愛らしい 役者 だと 褒めて おい 



それから 五日 ほど 経って、 わたくしが 花 川 戸へ 様子 

を 訊きに まいり ますと、 師匠 はもう 照 之 助に 吹き込ん 

で 置いて くれた そうで、 いつでも 御 都合の よい 時に お 

屋敷へ うか y いますと 云う 返事で ございました。 では、 

あしたの 晚に 来て くれと いう 約束 をいた しまして、 わ 

たくし は 今日 も 威勢よ く 帰って来ました。 すぐに 奥様 

に そのお 話 をして、 それから 自分の 部屋へ 退って お 朝 

そつ いや 

にも 竊と 耳打ち を 致します と、 お 朝 は なぜ だか 忌な 顔 

をして いました。 

その 明る 日 —— わたくし は 朝から なんだか そわく 

して 気が 落着きませんでした。 奥様 は 勿論です が、 自 



わたくし は 又 笑いました。 わたくし は 朝から 無暗に 笑 

いたくって 仕様がな いので、 お 朝 を その 相手に しょう 

と 思って、 さっきから 色々 に 誘い かける のです が、 お 

くちびる ほぐ 

朝 はどうしても ロ脣を 解し ませんで した。 わたくしが 

くち 

笑えば 笑う ほど、 お 朝の 顔 はだんく に 陰って 来て、 

碌々 に 返事 もしませんでした。 

「今夜 は 四つ (午後 十 時) を 相 図に、 照 之 助 はお 庭の 

木戸 口へ 忍んで 来る から、 木戸 を あけて すぐに 奥へ 連 

れて行 くんで よ。 よ ござんす かご と、 わたくし は 低い 

声で 話しました。 

「わたし は 気分が 悪く つてい けない から、 今夜の 御用 



は 勤められない かも 知れません。 お前さん、 何分た の 

みます ご と、 お 朝 は 元気の ない 声で 云いました。 

気分が 悪 いと 云う のです からどう も 仕方が ありませ 

ん。 わたく しもよん どころ なしに 黙って しまいました 

秋の 日 は 短い と 云います けれども、 きょうの 一 日 はな 

かく 暮れません ので、 わたくし は 起ったり 居たり し 

て、 日の くれる の を 待って いました。 どうも 自分の 部 

屋 にじつ と 落着いて いられな いので、 わたくし はお 庭 

口から 裏手の 方へ ふらく 出て 行きます と、 うら 手の 

井戸の そばに お 朝が ぼんやりと 立って いました。 時刻 

はもう 七つ (午後 四時) 下りで したろう。 薄い ゆう 日 



が 丁度お 朝のう しろに 立って いる 大きい 柳の 痩せた 枝 

を 照らして、 うす 白く 枯れ か、 つた その 葉の 影が い 

よ/^ 白く 寂しく みえました。 そこらの 空地に は 色の 

さめた 葉 鶏頭が 将棋倒しに 幾 株 も 倒れて いて、 こおろ 

ぎが 弱い 声で 鳴いて いました。 お 朝 は 深い 井戸 を視ぃ 

ている らし ゆう ございま したが、 その 澄んだ 井戸の 水 

に は 秋の 雲が 白く 映る こと を わたくし 共 は 知って いま 

き つ 

す。 お 朝も屹 とその 雲の 姿 を ながめて いるので あろう 

と 推量し ましたので、 別に 嚇 かして 遣ろうと いう 積り 

でもありませんで したが、 わたくし はなん という 気 も 

なしに 抜 足 をして、 そっと 井戸の 方へ 忍んで 行きます 



としました。 併し これから 大切な 役目が あるので すか 

ら、 どうして なか/ \ 油断 はな リ ませんで した。 わた 

くし はお 風呂へ 這 入って、 いつもよりも 白粉 を 濃く 塗 

りました。 だん/^ 暗くなる に 連れて、 わたくし は自 

然に 息が 喘んで、 なんだか 顔が 熱って 来ました。 照 之 

助が 来る II それが 無暗に 嬉し いのです が、 なぜ 嬉し 

いの か 判りませんでした。 自分のと ころへ お 婿が 来る 

—— その 時には 丁度 こんな 心 持で はない かと 思われ ま 

した。 お 朝 はいよ く 気分が 悪くな つたと 云って、 夕 

方から とう/ \ 夜具 を かぶって しまいました。 ほかの 

女中 —— お 竹と お 清と は、 前に も 申した 通りの 山出し 



ますと、 旧暦の 九月 ももう 末です から、 夜 はな かく 

冷えて 来て、 広い お 庭の 闇の なかで 竹 藪が 時々 にが 

さくと 鳴る 音が 寒そう にき こえます。 お 屋敷の 屋根 

の 上まで 低く 掩 いか ゝ つた 暗い 大空に、 五位 鷺の 鳴い 

て 通る のが 物す ごく 聞え ます。 これが ふだんな らば、 

臆病な わたくしに は 迚も 辛抱 は 出来そう もない ので ご 

ざいます が、 今夜 はいつ もと 違って 気が 一 ぱいに 張り 

つめています。 幽霊の 冷たい 手で 一度ぐ らい 顔 を 撫で 

られて も 驚く のではありません。 わたくし は 息をつめ 

て、 その 人の 来る の を 今か今かと 待設けて いました。 

振 返って みます と、 奥様の 御 居間の 方に は 行 g の 灯 



かつ ほて 

わたくし はは つ と 思う と、 からだが 急に 赫と 熱つ てま 

いりました。 些とも 油断し ないで 耳 を 立て ゝ いますと 

案の 通り その 跫音は 木戸の 外へ ひたく と 寄って 来 ま 

したので、 さっきから 待 兼ねていた わたくし は、 すぐ 

に 木戸 を あけて 暗い なか を 透して 視 ますと、 そこに は 

人が 立 つ ている ようで ございました。 

「照 之 助 さ ん で) J ざ います か。 」 

わたくし は 低い 声で 訊きました。 

「左様で ございま すご 

外で も 声を忍ばせて 云いました。 

「どうぞ こちら へ。」 



どに 驚きまして、 思わず 畳に 手 を つ いてし まいます と、 

侍 達 は 無言で 照 之 助の 両手 を 押さえました。 もうどう 

する 事 も 出来ません。 わたくし は 竊と眼 を あげてう 

くちびる 

か、 V いますと、 奥様 は 真 蒼な 顔 をして、 ロ脣 をし つか 

り 結んで、 た、 V 黙って 坐って おいでになりました。 照 

之 助の 顔色 はもう 土の ようになって、 身動き も 出来な 

いように 竦んで いますの を、 侍 達 はや はり 無言で 引 立 

て、 行きました。 出て ゆく 時に、 照 之 助 は 救い を 求め 

るよう な 悲しい 眼 をして、 奥様と わたくしの 方 を 二度 

見 かえり ましたが、 わたくし 共に も 今更 どうす る こと 

も 出来ない ので、 唯 だまって 見送って いますと、 侍た 



ち は 照 之 助 を 引立て ゝ縁 伝いにお 庭 口へ 降りて、 横手 

の 方へ 連れて行 くようで ございました。 わたくし も不 

安心で 堪 りません から、 そっと 起ち 上って お 庭へ 降リ 

ました。 照 之 助が どうなる のか その 行末が 見と、 V けた 

いので、 跫音 をぬ すんで 怖々 に その あと をつ けて 行き 

ますと、 なにしろ 外 は 真暗な ので、 侍 達 も わたくしに 

は 気が 注かない らし ゆう ございました。 

御座 敷の 横手に は 古い 土蔵が 二 棟つ > いて 居ります。 

照 之 助 は その 二番目の 士 蔵の 前へ 連れて ゆかれ ますと、 

土蔵の 中には さっきから 待 受けて いる 人が あると みえ 

て、 手燭の 灯が 小さく ぼんやりと 点って いました。 わ 



ざく 連 込んだ のかと 見て いますと、 侍の ひとりが 奥 

にある 大きい 長 持の 蓋 を あけました。 その 長 持 はわた 

くし も 知って 居ります。 全体が 溜 塗りの ようになって 

いて、 角々 に は 厚い 金物が 頑丈に 打付けて ございます。 

わたくし も 正面から 平気での ぞく 訳に はまい りません、 

やもり 

壁 虎の ように 扉の かげに 小さく 隠れて、 そっと 隙 見 を 

致して いるので すから、 暗い 土蔵の 中 はよ く 見え ませ 

ん。 唯った 一 つの 手燭の 灯が 大勢の 袖に ゆれて、 時々 

に 見えたり 隠れた リ している かと 思う うちに、 その 長 

持の 蓋 を 下す 音が 高く きこえました。 つ V いて 錠 を 下 

すらし い 金物の 音が がちく と 響きました。 そのお そ 



ろしい 音が わたくしの 胸に 一々 強く ひ V いて、 わたく 

し はもう 息 も 出ない ようにな りました。 そのうちに 侍 

達 は 自分の 仕事 を 済ませて、 奥から だんく に 出て 来 

るよう ですから、 わたくし は 顫える 足 を 引き摺って 

早々 に 逃げて 帰りました。 そうして、 もとの 御 居間の 

縁 さきから 這い 上って、 怖々 に 内を視 いてみ ますと、 

燈火は 瞬き もしないで 静かに 御座 敷 を 照らして いるば 

かりで、 そこに 奥様のお 姿 は 見えませんでした。 あと 

で 聞きます と、 奥様 は 彼の 十 兵 衛が御 案内して、 御門 

の 外に 待って いる 御駕籠に 乗せられて、 すぐに 御 上屋 

敷の 方へ 送り 帰された の だそう で) J ざいます。 



照 之 助 は 長 持に 押 込まれて、 土蔵の 奥に 封 じ 籠 めら 

れて しまいました。 奥様 は 上屋敷へ 送られて しまい ま 

した。 その 次に はわた くしの 番 でございます。 どうな 

る ことかと その 晚 はおち/^ 眠られませんでした。 そ 

の 怖ろ しい 一 夜が あけます と、 又 こ、 に 一 つの 事件が 

しゅ つたい 

出来して いました。 お 朝が 裏手の 井戸に 身 を 投げて 

死んで いるので ございます。 い つどう して 死んだ のか 

判りません。 ひょっとすると、 照 之 助の ことが 露顕し 

たの は、 お 朝が 十 兵衛に 密告した ので はない かと も 思 

われます が、 証拠の ない ことです から、 なんとも 申さ 

れ ません。 



ある 時に、 三 浦 老人 は 又 こんな 話 をして 聴かせた。 

それ は 近 ごろ 矢場と いう ものが すっかり 廃れて、 それ 

が 銘酒屋 や 新聞 縦覧 所に 変って しまった という 噂が 出 

たと きのこと である。 明治 以後で も 矢場 は 各所に 残つ 

ていて、 いわゆる 左り 引きの 姐さん 達が 白粉の 匂い を 

売 物にして いたので あるが、 日 清 以後から だん/ \ に 

衰えて、 このごろ では 殆ど そ の 後 を 絶 つ たな ど という 

話 も 出た。 その 末に、 老人 はこう 云った。 

矢場 女と 一 口に 云います けれど、 江戸の むかし は、 

矢場 女 や 水茶屋の 女に もなか/ \ えらい のが ありまし 

て、 何処の 誰と いえば 世間に その 名 を 知られて いるの 



を 年中 着て いる ことにな りました。 つまり は 顔の 矢が 

すり を 着物の 矢飛白に 附 会て しまった わけで、 矢飛白 

の 着物 をき ている から 矢飛白お 金と いうの だろうと、 

早 呑 込み をす る 人 も だんく 多くな つて、 顔の 矢が す 

リか、 着物の 矢飛白 か、 あだ 名の 由来 も はっきりと は 

判ら なくなって しまいました。 いずれにしても、 矢が 

すりお 金と いえば 神明 第一の 売つ 子で、 この 店 はいつ 

ようき ゆ 1 つ 

も大 繁昌、 楊 弓の 音の 絶える 間がない くらいでした。 

せんさく 

そうなる と 又お せ つかいに 此 女の 身許 を 穿 索す る も 

のが ある。 お金のお やじ はこ、 らの 矢場 や 水茶屋 へ 菓 

子 を 売りに くる 安兵衛と いう 男で、 その ひとり 娘、 そ 



唄で も 歌って 行く ぐらいの ことでした。 そのうち にお 

金が 神明から 姿を消して しまったので、 近所の 騒ぎ は 

また 大きくな りました。 主人の 家で もお どろいて、 取 

り あえず 片 門前に 住んで いるお ふくろの 所へ 聞き あわ 

せに 遣る と、 おふくろ も 知らないで、 唯お どろいて い 

るば かりです。 

「お金の 奴め、 とう/ \ あの 侍と 龃落 をき め や あがつ 

た ご 

近所で は その 噂で 持 切って いました。 なにしろ 神明 

で 評判 者の 矢飛白が 不意に 消えて なくなつ たのです か 

ら、 やれ 龃落 だの 心中 だのと、 それから それへ と 尾鰭 



さん も 見 かねた ように 出て 来ました。 

「まあ。 どなた もお 静かに ねがいます。 店の さきで 騒 

がれて は 手前 共が 迷惑いた します ご 

口で はこん な こと を 云って いますが、 その実 は 自分 

がごろ つき 共 を 頼んで この 若侍 を ひき 摺り 込ませた の 

ですから、 騒ぎの 鎮まる 害はありません。 大勢 は 若侍 

を 取り囲んで、 矢飛白の ありか を 云え、 お金の ゆくえ 

を 白状し ろと 責める のです。 そのうちに 弥次馬が だ 

ん/ \ にあつ まって 来て、 こ、 の 店 さき は 黒山の よう 

な 人 立に なりました。 

「あいつが 矢飛白 を かどわか したの だそう だ。 見かけ 



刀 をぬ いたと 見て その 腕 をお さえ 付けよう とする 者が 

ある。 下駄 をぬ いで 撲 ろうと する 者が ある。 ひどい 奴 

は どこから か 水 を 持って来て、 侍の 顔へ ぶっかけ るの 

が ある。 こうなる と、 若い 侍 は 一 生 懸命です。 もう 何 

の 容赦 も 遠慮 もな しに、 抜いた 刀 をむ やみに 振り まわ 

して、 手 あた リ 次第に 斬り まくる。 たちまちに 四 五 人 

は そこに 斬リ 倒された ので、 流石の 大勢 も ぱっと 開く。 

その 隙 をみ て 侍 は 足早に そこ を龃け 抜けて しまい まし 

た。 

「人殺し だ、 人殺し だ ご 

た V 口々 に 騒ぎ立てる ばかりで、 もう その 跡 を 追う 



て 先ずお 調べ を 受けました。 神明の 境内で 起った 事件 

ですから、 寺社 奉行の 係です。 彼の 若侍が お金 を 連れ 

出した という 疑いから、 こんな 騒動が 持ち あがった の 

ですから、 どうしても お金と その 侍との 関係 を 詮議す 

る 必要が ある。 そうすれば、 自然にお 金の ゆくえ も 判 

り、 侍の 身許 も わかる に 相違ない というので、 お金の 

おふくろ は片 門前の 裏 借家から {豕 主 同道で 呼び出され 

ました。 

お金の 主人から 問い 合せが あった 時には、 お 幸 はな 

ん にも 知らない ような こと を 云って いました。 今度の 

呼び出し を 受けても、 最初 はや はり 曖昧の こと を 云つ 



ていたので すが、 だんく に 吟味が 重なって 来る と、 

もう 隠しても いられな いので、 とう/ \ 正直に 申立て 

ぇもリ 

ました。 お金 は 桜井衛 守と いう 三百 五十石 取りの 旗本 

のむ すめで、 彼の 矢が すりに は 斯うい う 因縁が あるの 

でした。 

桜井衛 守と いうの は 本 所の 石 原に 屋敷 を 持って いて、 

弓の 名人と 云われた 人でした。 奥 さま はお 睦と 云って 

夫婦の あいだに お金と 庄之 助と いう 子供が ありました。 

衛守 という 人 も 立派な 男振り、 ぉ睦も 評判の 美人、 ま 

ことに 一対の 夫婦と 羨まれて いたので すが、 どういう 

魔が さした もの か、 その 奥様が 用人 神 原 伝 右衛門の せ 



首 を 少しく 一方へ かしげて いた 為に、 かすり 疵 だけで 

済んだ のでした。 

不義 者 を 成敗した のです から、 桜 井さん に は 勿論な 

んの 咎め もありません。 用人の 神 原 伝 右衛門 はわが 子 

の 罪 を ひき 受けて 切腹し ました。 これで この 一件 も 落 

着した のです が、 さて そのお 金と いう 娘の 始末です。 

わが 子で は あるが、 不義の 母が 連れ出した 娘で あると 

思う と、 桜 井さん はどう も 可愛くない。 殊に その 頰に 

残って いる 矢疵を 見る たびに 忌な 心 持 を させられ るの 

で、 思い切って 屋敷から 出して しまう ことにしました _ 

表面 は 里子に 出す という ことにして、 その実 は 音信 不 



ん とかして 庄之 助の 相談 を 断りたい と 思った が、 まさ 

かに 巾着切り を 男に 持って いますと 正直に 云う こと も 

出来ない。 よん どころ なく 好い加減の 挨拶 をして 其 場 

は 別れた のです が、 もとより 矢場の 稼ぎ を 止める でも 

なく、 その後 も 相 変らず 神明の 店に 通って いると、 庄 

之 助 は その後た びく 尋ねて 来て、 早く 神明の 方 を や 

めて くれと 催促す る。 おふくろのお 幸 も 傍から 勧める _ 

お金 ももう 断リ 切れ なくなって、 男と 相談の 上で 一 旦 

どこへ か 姿 を 隠して しまった のです。 

そんな こと ゝは 知らないで、 庄之助 は 又もや 片 門前 

の 家へ たずねて ゆく と、 姉 はこの 間から 家出して 行方 
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